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｢寄せ蛾記」表紙の図の説明

アカギヒシバッタ７１e”血ｓｐ．（群馬県赤城山産）

冬の埼玉は北風が吹き荒れる季節だ。県北の深谷

市などからは、雄大な赤城山の姿を手にとるように

見ることができる。その赤城山には、趣が退化して

いるヒシバッタが生息している。彼らは「赤城おろ

し」の冷たい風が吹き止む季節になるまで、おそら

く幼虫のまま土中かどこかでじっとしているのだろ

う。

だけどひょっとしたら、暖かい日には表に出てき

て、関東平野を見下ろしているのかもしれない。

表紙

図と説明：内田正吉

デザイン；小堀文彦



１９９６年12月 寄せ蛾記（８１号）

ラクダムシとキバネツノトンボの記録

松本克臣

鳩山町熊井において、埼玉県では記録の少ないラクダムシとキバネツノトンボを写真撮影により記

録したので報告する。この発表にあたり、色々と御教示願いました牧林功氏に感謝いたします。

1．ラクダムシＺﾉﾌ゙ oceZZZajapo"icaOkamoto

鳩山町熊井：１早１９９６．６．２

林縁のヌルデの葉上にいるのを見つけたが、図はその後、葉裏に静止したところ（図1）。この

場所は谷戸の奥、石場沼の南に位置し、雑木林にスギが混在していた。本種は埼玉県では台地に

のみ記録されていて、県の危急種に指定されている＊。

２．キバネツノトンボAscaIaP加ｓｒａ””ズMacLachlan

鳩山町熊井：１早１９９６．６．８

石場沼の堰提の草に静止していた（図２）。本種は埼玉県では丘陵部にのみ僅かに生息するも

ので、県の絶滅危'倶種に指定されている＊。

鍵蕊議

灘灘鱗
耐

蕊 蕊驚騨
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図１ラクダムシ 早 図２キバネツノトンボ９

引用文献＊埼玉県環境部自然保護課（1996）埼玉県レッドデータブック，埼玉県．

(まつもとかつおみ〒35O川越市中原町2-19-1パークファミリア911）

－２２０５－



寄せ蛾記（第８１号） 1996年12月

マメハンミョウの記録

橋本良一

●●●●●●

ツチハンミョウ科のマメハンミョウ（印加utagorﾙa"iMARSEUL)は、局地的に多数の個体が一時に

発生することで知られているが、浦和市内において1991年と1996年の２回、これを観察したので報告

する。

１．１９９１年８月１１日

２．１９９６年９月１６日

浦和市三室宮後

浦和市南部領辻

１の場所は、芝川と加田屋川の合流地に近い荒れ地で、その周辺は水田である。約10ｍ四方の中に

１０００頭以上と思われる個体を目撃し、数頭を採集した。

２の場所は、１から北東方向に約300ｍ離れた加田屋川右岸の水田の畦道で、約１０ｍ以内のうちに数
百頭を目撃し、13頭を採集した。

１．２のいずれにおいても通常の迩紋の個体の他に、上迩の縦条が消失している黒化型であるいわ

ゆるクロマメハンミョウの個体も採集している。

(はしもとりょういち〒336浦和市原山2-26-3）

浦和市内のアサギマダラの記録

橋本良一

●●

いささか古い記事になるが、浦和市の住宅地内でアサギマダラの完全個体を採集しているので報告

しておく。

命ｄｕｇａｓｉｔａ〃ip力o"ｉｃａＭＯＯＲＥアサギマダラ

1991年８月１１日浦和市原山２Ｔ目採集者

１３

橋本良一

採集時間は午前10時少し前、気象状態は快晴、風は無いが気温は１０月上旬としては低めであった。

採集地は園樹の多い住宅地の庭で、建物の南側の日だまりで地上に趣を広げ日光浴をしているかのよ

うであった。

なお、この日の前日は南の強い風が吹き、夕方になって風が止んで、明け方に気温が下がり冷え込

んだのを記憶している。

(はしもとりょういち〒336浦和市原山2-26-3）

－２２０６－



1996年12月 寄せ蛾記（８１号）

●●

本州のオオモンシロチョウ覚書

荒木哲

● ●

オオモンシロチョウPjerjshrassZcaeLINNE

筆者がこの蝶の事を初めて知ったのは、岩波文庫「ファーブル昆虫記第二十分冊」の「キャベツの
青虫」の章である。

虫好きの少年が必ず一度は紐解くバイブルである（但し、その後全部を読むかどうかは別として）。

しかし、最後にファープルが書いたというこの章は、キャベツの起源や寄生蜂の話が中心で、肝心な

蝶の話はわずかしか無く、当時蝶を集めていた筆者にとってはあまり興味を誘う章ではなかったよう

だ。

蛇足ではあるが、昆虫記には蝶や蛾の記述が少なく、オオクジャクガやカイコガ等と共にわずかしか

ない鱗迩目の話ではあったが、少年時代に読んだこの章はほとんど記憶に残っていない。

しかしまた、この中で「もんしろちよう」と訳されいる種が、日本のモンシロチョウとは絶対に違う

種類であるとは思っていた。卵が200個以上の卵塊で産まれる事や、幼虫が集団で生活する事等の記

述からであるが、文中の学名がオオモンシロチョウと言う和名だと知ったのは、かなり後になってか

らである。

幼虫についてはただ「青虫」と記述されているが、訳者の山田吉彦としてはモンシロチョウの幼虫だ

から、ただの青虫だろうと単純に訳したに違いない。モンシロチョウの幼虫を見慣れている筆者とし

ても、種は違っても緑色の幼虫を想像していた。まさか、エゾシロチョウやチョウセンシロチョウの

幼虫に似た毛虫とは夢にも思ってはいなかった。

その後に知り得た知識も以下の通り、わずかなものである。

地中海付近の原産で、全世界に分布を拡大しつつあり、今ではユーラシア大陸からアフリカ大陸、南

北アメリカ大陸でも見られるという。

また日本周辺にも進出しており、最近では中国やロシア沿海州(注)でも普通に見られるらしい。

モンシロチョウより一回り以上大きく、飛報力も非常に強く、渡りをする蝶で、地中海やドーバー海

峡を集団で渡る話は有名である。

濃いオレンジ色の卵を、キャベツ等にまとめて50～１００卵も産み付ける。

アブラナ科植物の大害虫で、農業関係者は今は最も日本国内に入れたくない害虫であろう。

以前、南米チリで農作物に壊滅的被害を与えた事件は、防疫関係者の間では有名な話らしい。

(注)クレンツオフ著の「極東のチョウ」（1970年刊行）では全く触れられていない。

しかし'995年以降のウラジオストク等での採集品にはかなり入っているようだ。

８月１４日

久々の函館への里帰り（近すぎて年に数回しか帰らない）で、市内の蛾屋さんの猪子龍夫氏、小

松利民氏と酒を酌み交わす。虫の話となると話は尽きない。

この時、オオモンシロチョウ（以下オオモンシロと省略）が道内の小樽市や松前町等で採集され、

北海道新聞に掲載もされていると聞き、１７年前の後悔が頭の片隅をよぎった。

道内でチョウセンシロチョウが採集された年である。

当時は苫小牧市に住み、まだ独身で若かったせいもあり、新聞記事を見たその足で発見された深

川市へ車を走らせた。

９月だというのに暑い日続きで、石狩川の河川敷はモンキチヨウしか採れず、結局１頭も採れな

いまま過ごした二日間は何故か昨日のように覚えている。

翌週には蘭越町でも採れていると聞いたが、「な－んにも」いない河川敷に行くこと自体が苦痛

－２２０７－
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に感じられて、その年は怠慢にもネットをしまったのである。

どうせ翌年も沢山発生しそうだし、と「今日できる事も明日にしよう」の根性が、今でもチョウ

センシロチョウを標本箱に欠いている原因なのであろうか。

それにしても、オオモンシロが松前半島で採れているとすると、対岸の津軽半島や下北半島にも

飛来している可能性も高く、酒の勢いを借り、下北半島で採ると声高らかに宣言。

８月１６日下北郡大間町材木（ざいもく）、大間牧場、同郡風間浦村菅ノ尻（すがのしり）

折りからの台風でフェリーが欠航し、予定を一日遅れて下北に帰る。

有名なカバイロシジミの産地である下北半島の西海岸にターゲットを絞った。

しかし、いざ来てみると松前半島で採集されてはいるものの、津軽半島ならまだしも、下北半島

では相当厳しいだろうと一人決めをして、ネットは持たなかったのである。

今考えると、飛んでいる個体を目で追うだけでは本種を探すのは無理があるようである。

モンシロチョウ（以下モンシロと省略）の成虫を確認はするが、オオモンシロは確認できず。

昔ノ尻の橋の下のたまりで、近くの畑で採った青虫を餌に、イワナの20cmクラスを８匹釣りあげ

帰宅。

８月１７日むつ市関根（せきね）、高梨（たかなし）

数頭のモンシロを確認するがオオモンシロは確認できず。

畑（２ケ所）のキャベツ及びダイコンから幼虫、蝿を数頭採集するが全てモンシロ。

その青虫を使い、近くの薬研渓谷（やげんけいこく）でヤマベの18cmクラスを４匹釣って帰宅。

同日 （ 猪 子 氏 からの情報）

道南の江差町と上ノ国町で、かなりの数の成虫が採集されているらしい。

同日（苫小牧市の神田正五氏からの情報）

熊石町（渡島半島）で成虫と幼虫を採集している。

小樽市周辺でも沢山採れているらしい。

８月２２日（東奥日報記事）（別紙１，参照）

「小泊・裳内（ほろない）で捕獲」「本州上陸を初確認地中海原産大陸から飛来？」

青森県津軽半島の竜飛崎（北津軽郡小泊村）でオオモンシロが採集された事を１面で掲載。

青森県では２２日現地調査をして対策を協議。

本州初記録となるオオモンシロ１早と、モンシロ１早の成虫のカラー写真も掲載。

８月２４日（東奥日報記事）（別紙２，参照）

「オオモンシロチョウの幼虫」「下北半島にも調査拡大」

オオモンシロの幼虫のカラー写真（図鑑より転写）を載せ、北海道の情報も掲載。

青森県は今回発見された津軽半島の他、下北半島等にも範囲を拡げて調査継続。

北海道病害虫防除所では、北海道の個体は輸入野菜に付着しての侵入ではなく、大陸方面からの

飛来と推測。

８月２５日むつ市城ケ沢（じようがさわ）、泉沢（いずみさわ）

数頭のモンシロを目撃するがオオモンシロは確認できず。

キャベツ畑（２ケ所）の幼虫も数頭採集するが全てモンシロ。

泉沢の川で、やはり青虫を使い、ヤマベ18cm、イワナ16cmを釣る。

渓流釣りは「キャベツの青虫」が非常に良く釣れる。（何よりもただなのが良い）

８月２７日（東奥日報記事）（別紙３，参照）

「風間浦で採集した幼虫４匹、オオモンシロチョウか」

下北半島の風間浦村易国問で、本州で初めて幼虫がキャベツから採集され、幼虫のカラー写真も

－２２０８－



1996年12月 寄せ蛾記（８１号）

掲載。

同日むつ市関根モンシロ１１３３早、スジグロシロチョウ（以下スジグロと省略）１早採集。

今回はネットを持ち、三角ケースもしっかり腰に下げ、蝶屋に変身して挑戦。

畑（２ケ所）のキャベツでの幼虫、蝿は全てモンシロ。

同日下北郡大畑町二枚橋（にまいばし）モンシロ１３３１早採集。

畑（２ケ所）のキャベツでの幼虫はこれまたモンシロのみ。

同日風間浦村桑畑（くわはた）モンシロ９３２早、スジグロ１３１早、エゾスジグロシロ

チョウ

（以下エゾスジグロと省略）１３採集。

畑（４ケ所）のキャベツでの幼虫、蝿は全てモンシロ。

同日同村易国間（いこくま）オオモンシロ１３１１早、モンシロ１３３１早、スジグロ１３９

早採集

易国間川の右岸側の民家周辺を中心に調査開始。

オオモンシロの最初の個体は早で、緩やかな飛び方で、民家の庭先のタンポポに吸蜜にきたとこ

ろを採集した。

さすがに三角紙に包む時、手が震える。

３は畑に近づいてきた個体で、飛び方は素早く、タテハチョウ科の飛び方に近いように感じられ

た。

新聞に紹介された易国間小学校のキャベツは、３株共、網目状にひどく食害されており、この食

跡は今後オオモンシロの生息調査の目安になりそうである。

小学校のコンクリートの壁及び天井で、オオモンシロの蝿２個体（１個体のみ採取）、羽化した

蛎殻５個体、アオムシコマユバチ（と思われる）に寄生され死亡した幼虫１個体、原因不明で黒

ずんで死亡した蝋１個体も併せて確認する。

オオモンシロの蝿はモンシロの蝿に比べ、一回り以上大きく（体長25.8mm）、体色はクリーム色

で、体表全体に小さな黒紋を備えている。

他に町内（５ケ所）のキャベツ畑でも確認したが幼虫、蝋は全てモンシロ。

飛んでいる白い蝶は全てネットに入れてみるが、大きく感じられるものはほとんどスジグロであ

る。

同日大間町奥戸舘ノ上（おこつぺたてのうえ）モ ンシロ１１３１早採集。

中学校のグランドの奥の畑にて調査。

オオモンシロの成虫は採れず、確認できたのは全てモンシロ、スジグロのみ。

キャベツでの幼虫、蝿は全てモンシロ。

同日同町大間牧場モンシロ３３１１早、ヒメシロチョウ２３採集。

畑にカモシカ除けの柵があって中に入れず、キャベツがあるも幼虫は確認できず。

８月２７日（猪子氏、小松氏からの情報）

江差町で複数の３を採集できた。

成虫のいる環境や飛び方がモンシロと違うようだが、採ってみないと判らない。

同日（神田氏からの情報）

幼虫を飼育しているが、多湿を非常に嫌い、密閉した容器ではすぐ死亡してしまう。

採れた環境は小さな畑がほとんどで、無農薬菜園や家庭菜園等で見つかる。

大規模なキャベツ畑やダイコン畑には、まだ侵入していないようだ。

－２２０９－
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８月２８日（読売新聞記事）（別紙４，参照）

「生息分布広がる」「県、防除指導徹底へ」

東津軽郡三厩村の竜飛崎（たつぴざき）で８月７日に成虫１３が採集（本州初記録）されていた

情報。

同日（東奥日報記事）（別紙５，参照）

「風間浦の幼虫は'，クロ，，」「幼虫らしい虫大間でも発見」

２７日の新聞記事の幼虫がオオモンシロであると、横浜植物防疫所で断定。

一方、同じ下北半島の隣町、大間町でネワサビ（栽培種）から、オオモンシロらしい幼虫が見つ

かり、食害情況と共に幼虫がカラー写真で掲載。

青森県では、弘前市、三沢市等７市町村（24地点）で成虫226匹、幼虫108匹を採集して確認し

たが、全てモンシロと同定。

８月２９日（東奥日報記事）（別紙６，参照）

「成虫、サナギ採捕風間浦むつの昆虫研究家」「大根畑で食害北海道」

筆者の採集したオオモンシロの伊早、モンシロの訊早の比較カラー写真（本州産オオモンシロ３

の写真は初めて掲載）と、本州で初めて蝿も採集された事を報告。

また北海道の大根畑の被害や、岩内町で多数の成虫が採集されている事、稚内市で成虫が確認さ

れた事を紹介。

同日（札幌市の川田光政氏からの情報）

北海道で最初に発見したのは、同会の若手の会員で、「モンシロにしては生息環境も飛び方も違

うような感じだったので採集した。」との弁。

「迩表の斑紋も変だ」という事で、私のところに持ち込んできた為、同定したところ、オオモン

シロであることが判明した。

採集地は札幌と小樽の境界の林道の終点付近で、深山性の昆虫が生息するような環境であり、人

工的な環境を好むモンシロを見かける事は稀である。

その後、小樽市等で採集されてきたが、しばらくは林道の奥のようなモンシロのいない環境でし

か見られなかった。

しかし最近は、岩内町や札幌市内でも、ダイコン畑や市街地の小規模な家庭菜園のような環境に

侵入しているようだ。

幼虫を飼っていると蒸れに弱く、ずいぶん簡単に死んでいく。

飛朔がモンシロに比べ、ゆったりとしており、大人風な落ちつきがある反面、一度振り逃がすと

非常に素早く、飛翻力がかなり強い事をうかがわせる蝶である。

未確認だが、1995年にも採集されていたらしく、北海道で越冬した可能性が高い。

８月３１日（東奥日報記事）（別紙７，参照）

「病害虫・オオモンシロチョウ」「県が一斉調査」「２日までに結果まとめ」

青森県が３０日、県内全市町村の畑を巡回調査。

結果は９月２日までにまとめ、「特殊報」を出す方針を報道。

同 日 風 間 浦 村下風呂（しもふろ）

民家の庭先や畑（３ケ所）で探索するも、モンシロがわずかに見つかったのみ。

同日 同 村 易 国間モンシロ５３１早、スジグロ４早採集。

民家の庭先付近や畑の周辺（２ケ所）で探索するもモンシロのみ。

易国間小学校の庭の周辺を再度広い範囲で探索するも、幼虫、蝿共に採集できず。

小学校周辺の畑に、無農薬栽培のキャベツが５株あり、かなり多くの幼虫に喰い荒らされた痕跡

を確認するが、卵、幼虫、蝿及び成虫は確認できなかった。
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1996年１２月 寄せ蛾記（８１号）

同日大間 町 奥 戸 向 町（むかいまち）

国道沿の民家の庭、畑（２ケ所）でキャベツを中心に、ハクサイ、カブ、ダイコンを調査するも

幼虫、蝿はモンシロのみで、オオモンシロは確認できず。

同日Ｊ同町奥戸舘の上モンシロ３３、スジグロ１早採集。

２７日にも調査をした中学校グランドの奥の畑にて再度調査。

成虫は確認できたものは全てモンシロ、スジグロのみ。

手入れがされているキャベツ、ダイコン、カブではオオモンシロの幼虫は確認できず。

畑の角であまり手をかけていないと思われるキャベツ１株より、オオモンシロの２～３齢幼虫

（体長16～18mm前後）を約60頭確認、採取。

ネワサビから幼虫が採れた民家の庭も調査。

雨が降ってきた為、成虫が飛ばず、オオモンシロの幼虫はアオムシコマユバチ（と思われる）に

寄生され、繭が付いている１個体のみ確認。

付近の民家の庭、畑（２ケ所）でキャベツ、ダイコン等を調査するも、モンシロ幼虫のみで、オ

オモンシロは確認できず。

幼虫は持ち帰る時にポリ袋等の密閉容器は不可の為、風通しの良い古いネットの中に入れて持ち

帰る。しかも雨が降って湿度が高いので、自動車のエアコンはかけっぱなしである。

同日下北郡佐井村矢越（やこし）、磯谷（いそや）、長後（ちょうど）

雨で成虫は全く飛ばず、キャベツ等での幼虫探し。

民家の庭、畑で調査するもモンシロ幼虫のみ。

合羽を着ての調査にも飽きたので、釣竿に持替えて、モンシロ幼虫の出番となる。

長後の川で17～21cmクラスの「紅腹イワナ」を11匹、今日は風呂あがりのビールと塩焼きが旨い。

９ 月 ２日むつ市本町

１６時頃、雨上がりでやや蒸し暑く感じられたが、ホテル横の駐車場の中でオオモンシロを目撃。

地上から一定の高さを、かなり緩やかに飛翻していた。

近くに寄ってきたので、斑紋からオオモンシロの早と確認できた。

市街地の西側からきて、東側に飛び去っていった。

同日（青森朝日放送のテレピニュース）

２１時のニュースでむつ市等でも幼虫、蝿が採取されたと報道。

９月３日（易国間の蝿）

早朝、１３羽化。

趣の裏面はかなり黄色味を帯び、緑色の複眼や頭部の毛と相侯って、一見するとColiasを思わせ

る。

同日（東奥日報記事）（別紙８，参照）

「幼虫、サナギ50匹確認」「県の一斉調査の結果全域に予察特殊報」

青森県農業技術課が、８月３０日の一斉調査の結果をまとめた報告が中心の記事。

青森県内全市町村の一般栽培ほ場190地点、家庭菜園316地点で調査を行なった結果、オオモン

シロの幼虫を小泊村鮫貝で４匹、むつ市川守町で２匹、大畑町釣屋浜で８匹、大間町奥戸、材木

で35匹、また蝋を風間浦村易国間で１匹確認し、合計50匹確認。

この結果、青森県内では、県民より持ち込まれた幼虫14匹を含めて合計64匹を確認。

いずれも津軽、下北両半島で見つかっている事から、北海道方面からの飛来の可能性を指摘。

津軽、南部両病害虫防除所は、９月２日付で「病害虫発生予察特殊報」を出した。

同日 （読売新聞記事）（別紙９，参照）

「50個体採取」「オオモンシロチョウ県が調査結果発表」
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寄せ蛾記（第８１号） 1996年12月

東奥日報とほぼ同じ内容の記事であるが、東奥日報では｢サナギ」とされた個体が、「さなぎ殻」

とされている点に相違が見られる。

ここで青森県の「発生状況についての発表」に対して一言

福田幸雄氏が最初に採集、発表した１早や、安曇野蝶類研究所の研究員の採集した１３、筆者の採集

した１３１早と蝋１個体（３が羽化）は、新聞に掲載されているにも拘らず、県の発表では上記の数

には入っていないようである。

アマチュアの同定では、写真付きであっても不安と見ているのか、標本を県に提出していない為なの

かは不明であるが、いずれにしても正式な数には含めないという事であろう。

しかし北海道でも青森県でも、最初に発見したのは国や県の職員ではなく、「虫屋」と呼ばれている

アマチュアなのだが……。

９月７日むつ市内の各町

上川町（かみかわ）畑（２ケ所）成虫、幼虫共にモンシロのみ。

土手内（どてうち）畑（４ケ所）成虫、幼虫共にモンシロ、スジグロのみ。

最花（さいぱな）畑（３ケ所）成虫、幼虫共にモンシロのみ、

品ノ木（しなのき）畑（１ケ所）成虫、幼虫共にモンシロのみ、

大曲（おおまがり）畑（２ケ所）成虫、幼虫共にモンシロ、スジグロのみ。

関根畑（１ケ所）成虫、幼虫共にモンシロ、スジグロのみ。

高梨畑（２ケ所）成虫、幼虫共にモンシロ、スジグロのみ。

同日下北郡東通村目名向野（めなむかいの）畑（２ケ所）で成虫、幼虫共にモンシロのみ。

同日大畑町釣屋浜（つりやはま）

海岸近くの畑（２ケ所）でオオモンシロの終令幼虫７頭、３令幼虫２頭採取。

成虫はモンシロ、スジグロ、エゾスジグロのみ。

部落の名前に刺激され（？）、沢山採っておいた青虫を使い、そばの渓流で竿を振り、２０cm程度

のイワナを３匹。

９月８日東通村野牛入口～古野牛（のうしいりぐち～ふるのうし）、野牛沼（のうしいま）

畑（５ケ所）を調査するが、成虫、幼虫共にモンシロ、スジグロ、エゾスジグロのみ。

同日 同村早掛平（はやかけだいら）キャベツ畑では成虫、幼虫共にモンシロのみ。

同日 大畑町二枚橋畑では成虫、幼虫共にモンシロのみ。

奥の渓流で20ｃｍと２５cmのイワナを２匹。

同日風間浦村下風呂、桑畑、菅ノ尻

民家の庭（２ケ所）と畑（２ケ所）を調査するが、成虫、幼虫共にモンシロのみ。

桑畑の河口近くで、２０cmのイワナ１匹、２４ｃｍと２５cmのマス化した(腹部が白っぽい)イワナを２匹。

菅ノ尻の川の溜り（５ｍも下ると海で、波の強い日は波飛沫が顔に掛かる）で、青虫、虻、バッ

タを使い、２時間程竿振りをする。

２５cmクラス５匹を含め、１８cm～24cmのイワナとアメマスを22匹釣り上げ、満足して帰宅。

９月１６日むつ市川守町（かわもりちよう）

－週間ぶりの休み、息子を連れ、渓流釣りを教えながらの採集。

東京のカミキリ屋さんからはコブヤハズを頼まれているし、オオモンシロも気に掛かる。

幼虫が見つかった近くの民家のキャベツ畑で探すもモンシロ幼虫のみ、しかし｢餌｣だけは確保１１

同日同市釜臥山（かまふせやま）スキー場（標高200m付近）～釜臥山八合目（標高800m付近）
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同日大畑町釣屋浜

キャベツ、ブロッコリーからオオモンシロの４卵塊（100,13,26,70）を採取。（卵塊の数は一部

推定）

1996年12月

コブヤハズカミキリが少なく、ハスジゾウムシも夏より少なくなっている。

途中の渓流で18cm～22cmのイワナを６匹釣り上げ、父親の貫禄を見せる。

同日大畑町釣屋浜

釜臥山から恐山のど真中を通る恐怖の悪路の林道を抜け、一挙に海岸へ。

民家のキャベツ畑を探すもモンシロ幼虫のみ、しかし餌の補給は完了１１

近くの渓流でイワナ釣りの理論講義、18cm～21cmのイワナを４匹釣り上げる。

次に菅ノ尻の川で息子の渓流釣り実践。

息子は慣れない手つきで、なんとか１７cm～22cmのイワナを３匹釣り上げる。

秋の日は短く、あっと言う間に日が暮れてきた。

最後に25cmクラスを釣りそこね、糸切れで逃がす、まあ最初はこんなものか。

最初から尺近いイワナなんぞ釣られた日にや、父親の威厳も糞もあったもんじやない。

その父親は渓流釣歴36年(途中30年のブランクがあるが…)の貫禄で、２４～25cmを４匹釣り上げる。

今日のイワナの塩焼きとビールは特別旨い。

９月１９日（奥戸の蝿）

朝、１３１早羽化、残り３０頭のうち５～６頭が羽化の兆候。

夜11時05分に１３羽化、１０分後に趣が伸び始め、15分程、体を盛んに揺すり、趣を伸ばしている。

２０日には３３５早羽化、残りは全て越冬蝿のようである。

同日 （釣屋浜の蝿）

２早羽化、翌２０日３３羽化、残りの蝿１個体は死亡。

９月２２日むつ市関根

畑でキャベツを探すもモンシロのみ。

寄せ蛾記（８１号）

同日 風間浦村下風呂

民家の庭のハキヤベツを探すもモンシロのみ。

同日風間浦村易国間

民家の庭でオオモンシロの成虫１早採集、キャベツよりオオモンシロの３卵塊（１００，４０，８０）
採取。別の畑ではキャベツより１卵塊（80）、僻化したばかりの１齢幼虫、４０頭、２齢幼虫、
頭を採取。

を
伯

同日 大間町大間牧場、奥戸舘ノ上、材木

農家の畑でキャベツを探すもモンシロのみ。

帰り道の渓流で竿を出し、１８cmのイワナ２匹をおかずに帰宅。

９月２３日むつ市関根、高梨

今週も息子を連れて釣りの実践を兼ねながら探索。

民家の畑のキャベツを探すもモンシロのみで、餌の補給である。

高梨の河川は今年最後の釣りとばかりに、ルアーフィッシングの釣り人が４人も滞在。
釣れるのは15cm以下のイワナばかりで、釣れてもすぐ放流。

このままでは｢釣り教室｣ができないので、薬研渓谷に向かい、息子とヤマベを６匹(16～１８cm）

釣りあげる。

小物ばかりではつまらないので、同町木野部（きのっぷ）の海岸近くの渓流にも挑戦。
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寄せ蛾記（第81号）

河口近くの溜りで18～22cmのイワナを９匹釣り上げたところで日没タイムアップ。

９月２７日大畑町釣屋浜

ＡＢＡ（青森朝日放送）現地記者の川島明氏と同行、取材しながら探索。

畑のキャベツ、ブロッコリーにはモンシロのみ。

1996年1２月

同日風間浦村 易国間

成虫はモンシロのみ。

民家の畑ではキャベツよりオオモンシロの１～２齢幼虫、約100頭を撮影、採取。

郵便局裏の畑でもブロッコリー､ダイコンよりオオモンシロの１～２齢幼虫､約50頭を撮影､採取。

すぐそばの易国間川では、鮭の産卵シーンも観察。

同日 大 間町奥戸舘ノ上、材木

民家の庭のネワサビ、畑のブロッコリーよりオオモンシロの２齢幼虫、約80頭を採取。

同日風間浦村菅ノ尻

取材も終わり、青虫は掃いて捨てる程採集しているので、同行の記者とイワナ釣り。

18～23cmのイワナを４匹。

９月２８日むつ市大湊浜町（おおみなとはまちよう）、城ケ沢家庭菜園で探すも、モンシロのみ。

同日下北郡川内町戸沢（とざわ）、宿野部（しゆくのべ）

同郡脇野沢村九艦泊（くそうどまり）、小沢にざわ）、瀬野（せの）

川内のキャベツ畑では、全てモンシロ。

脇野沢の畑はどこもニホンザルとカモシカ除けの電気柵があり、中には入れず。

九綬泊川に入り、それまでに採取した青虫を使い、河口から釣りのぼる。

河口付近はアメマスが溜り始めたようで30cmクラスを２匹。

上に遡ると、18～22cmの紅腹のイワナが釣れ始めるが､すぐに渓流は意気地なく水が消えてしまう。

次の脇野沢川は河口も大きく、水量も豊富で、大形の魚影がちらほら見え隠れしている。

早速ルアーに持ち替え、ナイスキャストを繰り返すが、全く釣れてこない。

仕方なく餌釣りに戻すと、なんとすぐに40cm近いウグイが掛かってきた。

ウグイを釣っても仕様が無いので、リリース。

上流に１ｋm程のぼり、渓流らしくなったところで、おもむろに釣り始める。

第１投目にモゾモゾっとした当たりがあり、竿を合わせるが、意外に引きが強い。

川の深みを左右にギュンギュンと逃げ回り、やっと上がってきた24cmの幅広ヤマメににんまり。

秋の日暮は早すぎて、腕を振るう間もなく、１８cmのイワナを１匹追加して投了。

１５cm以下のイワナが多く、外道のウグイ等の雑魚と共に全てリリース。

トータルはヤマメ１匹、イワナ６匹、アメマス２匹。

９月２９日上北郡横浜町吹越（ふつこし）

畑の隅のアブラナ（菜の花）、ダイコン等を探すもモンシロのみ。

有名な陸奥横浜の「菜の花畑」で、来年の春はモンシロの代わりに、オオモンシロが飛び交う姿

も見てみたい気がするが。

同日同郡六ケ所村 二 股 （ ふ た ま た ）

石油備蓄基地や原燃核リサイクル基地で大規模に開発されている六ヶ所村だが、この辺りは閑散

とした集落がまだ残っている。

畑のキャベツやダイコンで探すがモンシロのみ。

イワナが多い事で有名な二股川に入るが、先客がいたとみえて魚がさっぱり見当らず。

ここ青森県の渓流は９月で禁漁となる為、結局今年の渓流釣りは今日が最後になってしまった。
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1996年12月 寄せ蛾記（８１号）

朝晩の冷込みも厳しく、ついに虫採り道具も渓流の竿と一緒に納め時である。

最後に、この招かざる（？）客はまだ半年にも満たない、短い期間を過ごした割には、早くも色々
な裏話があちらこちらから聞こえてきている。

まずは、普段の仕事ぶりでは考えられない程、素早く対応できたという、ある県のお役人の話。

新聞やテレビで大々的に騒がれ、不用意に「輸入野菜に付着してきた」と発言して、農水省の出先機
関にこつぴどく反論されたという人の話。

また逆に、情報を提供しようとしたところ、「出荷農家（我々が買って食べる野菜を作っている農

家）は、家庭菜園と違い、農薬をたっぷり使っているから被害は出ない。」と肩すかしぎみの、ある

公的機関の話。こちらの話を追うのもまた別の意味で楽しいのだが、純粋な虫屋である筆者としては、
これ以上は触れない事にしたい。

但し、虫も喰わない、いや喰えないキヤベ芝が存在している事は間違いなく、下記の事例は筆者が

飼育しているオオモンシロの幼虫で起きたケースである。

週末のある日、３齢幼虫が餌不足になり、飼育箱の一方には家の庭のキャベツの葉を、また別の飼育

箱にはスーパーで買ってきたキャベツの外側の葉を与え、急場を凌いだ。

ところが２日後、庭のキャベツの方は約40頭の幼虫のうち、蒸れによる死亡個体が５頭しか出なかっ

たが、買ったキャベツの方は約50頭のうち原因不明の死亡個体がほぼ８割の40頭にも及んだ。

ただこの現象が、残留農薬の所為なのか、それとも店売りのキャベツはバイオの力で虫に対しては毒

性を持つようにでも変えられたのかは知らないが……。

ちなみに残った１０頭の幼虫も、一週間後迄には全滅した。

話が横道に逸れたが、我々虫屋の関心事は、（１）この蝶がどんなルートで、いつ、どこから入っ

てきたのか、そして何と言っても、（２）果たして日本に定着できるかどうか、という事に尽きよう。

（１）侵入経路、方法、時期、侵入元について

まずは、どこかの公的機関は強く否定しているが、輸入野菜に付着して密入国を果たしたと仮定す

る。

この場合、卵、幼虫、蝿のどれ（またはそれらの組合せ）が来たのだろうか。

まず卵は、ｌ卵塊が百の単位で産まれる為、大量の難民ならぬインベーダーが一遍に侵入可能である。

そしてまた、卵は非常に目につきづらいが、１週間程で解化する幼虫については、集団で食害する為

に目立ち易く、世界一厳しいと云われる我国の防疫官の目を逃れる事は不可能であろう。

しかも卵も幼虫も蒸れには非常に弱く、密閉されたコンテナ等では恐らくほとんどが死滅するものと

思われ、生き残る可能性はかなり低い。

この蝶を飼育していると、ほとんどの幼虫は食草を離れて付近の物に蝿化し、稀に食草で踊化した場

合も、黒変して死亡したり、羽化不全をおこしたりし易いようである。

つまり、蝿の場合も蒸れには弱く（注)、食草に付着したまま、相当の個体数で密入国する事はかなり

困難と思われ、結局どこかの公的機関の主張にも額ける部分がある。

但し、ほんの数頭で今回のような大規模な分布拡大が可能な種であれば、その限りではない。

(注）「ファーブル昆虫記」から引用

（オオモンシロの蝋は）灼けつく暑さも、凍りつくひどい寒さも殆ど平気だ。…中略…いつも湿り気

のない風通しのいい住居があれば足りるのだ。

次に、この蝶の渡りの能力を買い、大陸から領空侵犯をしながら北海道辺りに侵入したと仮定する。

この場合、北海道で最初に採れた６月８日以前に入ったのは明らかであるから、今年と限定すれば、

成虫が発生し、飛朔できる時期は４月～５月のたった２ヶ月間となる。

この時期に大陸から強い西風が吹くとすればその可能性もあるが、もしあまり吹かないとすれば、む

しろ昨年以前に遡って考えた方が無理がない。

また一般的に、個体数が著しく増加するのは越冬直後より第２化以降であり、わざわざ少ない個体数

で集団を作り、渡りをするとは考え難い。

一方、北海道では昨年から居たらしいという話や、下北半島でも昨年もこの幼虫を見たというような、

ある程度確かな情報もあり、どうやら昨年のうちに密かに侵入し、スパイ活動でもしていたものであ

ろうか。

－２２１５－
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従って、筆者の貧しい想像力で推理すると、以下のようになる。

昨年の夏頃、数百から数万の数のオオモンシロがはるばる日本海を越え、ステルス戦闘機の如くレー
ダーにも引っ掛からず、北海道や東北の西部海岸地帯に到達したものであろう。

本州には今年になってから侵入した可能性もあるが、下北半島での昨年の情報を考えると、北海道と

一緒に一挙に侵入したものと考えた方が無理がない。

また侵入元は中国や朝鮮半島であれば、上陸先は九州や山陰地方の可能性が高く、これだけ目立つ蝶

が山陰地方辺りから北海道まで、人目につかずに移動できるとは考え難い。

恐らくはロシア沿海州の大規模に野菜を作っている地域からではないだろうか。

今後、日長時間等による蝿の越冬条件がはっきりすれば、侵入元も特定できるのかもしれない。

（２）将来この蝶がどうなるのか？

過去、チョウセンシロチョウという迷蝶が、北海道中央部で一時的に繁殖を繰り返したが、結局のと

ころ、越冬後の翌年は数を著しく減らし、ついには居なくなってしまった事例がある。

また古く６０～70年代に、エゾシロチョウが山から里へ勢力を伸ばし、ついにはサクラ、ナシ等の大害

虫に変身し、今や市街地の王者となっている例もこのケースと全く無関係ではないような気がする。

それと、上記の２種の幼虫がオオモンシロの幼虫に似ているのは単なる偶然だろうか、それともシロ

チヨウ科の幼虫の祖先型、又は進化の過程の進んだものなのか、浅学にして筆者には判断がつかない。

筆者の僅かな観察例で恐縮ではあるが、この蝶は蒸れに非常に弱く、幼虫が死亡しやすい事、また

蝿も羽化前に蒸れると死亡したり、趣に水泡が残る個体が羽化したりする事がある。

独断と偏見で言えば、この蝶は我国の高温多湿の気候には非常に不向きであり、チョウセンシロチ

ヨウのように来年以降は数を減らし、２～３年後には全く見られなくなる、といった都合の良い可能

性もあるが、むしろ、エゾシロチョウのように、どこにでも大量にある、栽培野菜を食草にして、梅

雨のない北海道や東北北部等に勢力を増し、飛翻力に物を言わせ、東北南部や関東等でも時々見られ

る蝶になる可能性の方が高いような気がする。

発生地では在来種のモンシロとの、畑を巡る職烈な種間競争の行き末にも興味が持たれる。

どちらにしても越冬後の来春が楽しみであり、また恐怖とも言えよう。

筆者の大好きなロールキャベツや焼きサンマの横の大根おろしを来年は食えなくなるかもしれないか

らだ。

消費税の５％と、１玉１０００円のキャベツや１本800円のダイコンは想像したくもない。

さて、みちのくの奥地に転勤し、虫採りの片手間に始めた「渓流釣り」にのめり込んで早２年。

釣りの餌用の青虫採りから、今年はなんと蝶屋に戻ったが如く、オオモンシロチョウフィーバーに巻

き込まれ、新聞に載り、ついには地元テレビのニュースで、幼虫探索を放映までされた。

おかげで、甲虫採りはお休みをいただき、甲虫屋さんにはひどく不評を買ってしまい、弁解の余地も

ない。しかし、初めて採れた蝶の感動は大きく、また久々の蝶採りもとても楽しかった。

現在もオオモンシロの幼虫は飼育しており、飼育の記録については、また別の機会に発表したい。

末筆ながら各地の情報を頂いたり、採集にご協力を頂いた、猪子龍夫、小松利民、神田正五、川田

光政、川島明の各氏に深く感謝申しあげる。

文中の地名（青森県の町、村名）の読み方について

下 北 郡 大 間 町……おおままち風間浦村……かざまうらむら

佐井村……さいむら東通村……ひがしどおりむら

脇野沢村……わきのさわむら

上北郡横浜町……よこはままち六ヶ所村……ろっかしょむら

北津軽郡小泊村……こどまりむら

東津軽郡三厩村……みんまやむら

大畑町……おおはたまち

川内町……かわうちまち

参考文献

クレンツオフ（1970）

フアーブル（1909）

阿部光伸訳白水隆監修(1988）極東のチョウ

山田吉彦林達夫訳(1962）フアーブル昆虫記第二十分冊岩波文庫
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オオモンシロチョウの幼虫
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…
や
す
い
。
県
の
担
当
者
は
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キ

ャ
ベ
ツ
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な
ど
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っ
た
幼

虫
を
見
つ
け
た
ら
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連
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し
て
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し
い
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と
話
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い
る
。
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モ
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シ
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ョ
ウ
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成

虫
は
、
在
来
種
の
モ
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チ

ョ
ウ
よ
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ひ
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く
、

前
の
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の
外
縁
部
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黒
い
帯
が

Ｌ
字
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い
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し
か
し
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飛
ん
で
い
る
チ

ョ
ウ
が
オ
オ
モ
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シ
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ョ
ウ

か
ど
う
か
を
判
別
す
る
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も
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し
く
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一
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網
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捕
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す
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確
認
作
業
が
必

要
だ
。

虫
は
黒
い
斑
（
は
ん
）
紋
の
あ

る
黄
色
っ
ぽ
い
毛
虫
で
、
モ
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の
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一

１１１
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チ
ョ
ウ
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飛
来
す
る
可
能
性
一

下
北
半
島
に
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調
査
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大

の
高
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津
軽
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下
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を
中

心
に
現
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け
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。

さ
ら
に
「
捕
獲
し
た
オ
オ
モ

ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
幼
虫
を
殺
虫

試
験
し
て
み
た
が
、
農
薬
に
は

そ
ん
な
に
強
く
な
い
。
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通
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。
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植
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す
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成
虫
や
幼
虫
の

発
見
が
相
次
ぐ

北
海
道

本
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よ
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早
く
オ
オ
モ
ン
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ロ
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見
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っ
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北
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発
見
、
国
内
初

の
確
認
例
と
な
っ
た
。
そ
の
後

は
札
幌
市
、
小
樽
市
、
伊
達
市
、

奥
尻
島
な
ど
札
幌
周
辺
以
南
の

各
地
で
成
虫
や
幼
虫
の
発
見
が

相
次
い
で
い
る
。
北
海
道
病
害

虫
防
除
所
の
担
当
者
は
「
道
内

で
オ
オ
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
が
発

生
し
た
原
因
は
、
輪
入
野
菜
な

現
地
調
査
に
は
、
県
農
業
試

験
場
と
津
軽
地
域
病
害
虫
防
除

所
か
ら
五
人
、
県
畑
作
園
芸
試

験
場
と
南
部
地
域
病
害
虫
防
除

所
か
ら
四
人
の
計
九
人
が
参

加
。
津
軽
は
三
厩
村
、
下
北
で

は
風
間
浦
村
、
大
間
町
、
佐
井

村
な
ど
を
回
り
、
各
地
で
チ
ョ

ウ
を
捕
獲
し
た
が
、
オ
オ
モ
ン

シ
ロ
チ
ョ
ウ
は
確
認
で
き
な
か

っ
た
。

県
農
業
技
術
課
は
「
大
畑
町

で
捕
獲
し
た
チ
ョ
ウ
一
匹
の
種

名
が
判
別
で
き
な
か
っ
た
た

め
、
さ
ら
に
詳
し
く
調
べ
た
い
」

オ
オ
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
幼

虫
。
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
幼

虫
は
青
虫
だ
が
幕
オ
オ
モ
ン

シ
ロ
チ
ョ
ウ
は
派
手
な
色
を

し
て
い
る
。
写
爽
の
幼
虫
の

体
長
は
佃
昌
ソ
（
エ
ル
ハ
ー
ド

・
ド
デ
ィ
箸
「
ザ
・
キ
ャ
タ

ピ
ラ
ー
ズ
・
オ
ブ
・
ヨ
ー
ロ

ピ
ア
ン
・
バ
タ
フ
ラ
イ
ズ
」

よ
り
） 国

の
特
定
重
要
病
害
虫
で
キ
ャ
ベ
ツ
の
大
害
虫
オ
オ
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
が
小
泊
村
で
捕
獲
さ

れ
た
問
題
で
、
県
は
一
一
十
一
一
一
日
、
津
軽
半
島
に
加
え
下
北
半
島
に
も
範
囲
を
広
げ
て
調
査
し
た

が
、
オ
オ
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
県
は
週
明
け
も
調
査
を
続
け
る
一
方
、

一
一
十
六
日
に
担
当
者
に
よ
る
対
策
会
議
を
開
く
。

県
、
広
く
呼
び
掛
け

と
話
し
て
い
る
。

県
畑
作
園
芸
課
に
よ
る
と
、

県
内
の
キ
ャ
ベ
ツ
の
主
産
地
は

上
北
地
方
で
、
六
年
の
作
付
面

積
は
下
田
町
二
百
一
鯵
、
百
石

町
百
八
十
八
”
、
三
沢
市
百
四
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批
訊
ｈ
ｌ
。

川
雫
・
十
口
、
小
油
州
異
内
の
海
一
》
一
慨
村
で
兇
つ
か
萩
た
成
虫

岸
近
く
で
、
津
雌
塁
聖
同
好
全
は
開
長
亙
・
』
ハ
秒
で
、
同
研
究

（
Ｔ
職
忠
代
表
）
の
メ
ン
バ
ー
員
は
「
こ
の
チ
ョ
ウ
が
北
海
道

が
捕
痩
し
た
が
、
一
一
圭
唾
村
⑱
趣
か
｝
ｈ
南
下
し
て
き
た
も
の
で
あ

;Jｊ.ｆ２９

塁霊秦斤ノ卦１
》
一
一

》
1,忍可）

訳
特
定
重
要
病
害
虫
オ
オ
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
発
生
の
有
無
を
調
べ
て
い
た
県
は
、
一
一
十
一
一
－
一
一

十
三
日
に
津
軽
と
下
北
地
方
で
採
捕
し
た
成
虫
と
幼
虫
の
う
お
、
風
間
浦
村
易
国
間
の
無
農
薬

菜
画
で
見
つ
か
っ
た
幼
虫
四
匹
が
「
（
オ
オ
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
）
可
能
性
が
極
め
て
高
い
」

と
判
断
。
確
躍
の
た
め
一
千
七
日
、
農
水
省
稜
浜
植
物
防
疫
所
に
持
ち
込
む
こ
と
に
な
っ
た
。

オ
オ
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
と
確
認
さ
れ
れ
ば
、
県
内
の
キ
ャ
ベ
ツ
主
産
地
な
ど
を
中
心
に
発
生
範

囲
や
密
度
を
一
斉
醗
査
し
、
防
除
指
導
の
対
露
を
取
る
方
針
だ
。

剛
風聞源｢で見つかった幼虫｡在来の幼虫
⑤とは言大きさと模様がまったく異な:る

唾
識
群
錦
鯉
哩
吟
碗
榊
蜂
準
鋤
稚
》
珊
癖
》
聖
坤
》
》
》

村
で
成
虫
一
応
が
州
蝿
さ
れ
た
一
一
弛
め
て
い
｝
や
．

ほ
か
、
風
Ⅲ
浦
付
で
も
幼
虫
と
一
オ
オ
モ
ン
、
ン
ロ
チ
ョ
ウ
は
今
一
た
に
分
か
っ
た
訳

瀞鰐

1１
１１

１１

も
菜
園
に
あ
っ
た
キ
ャ
ベ
ツ
五

玉
の
う
ち
一
玉
に
集
中
し
て
い

た
。
サ
ナ
ギ
直
前
の
第
五
齢
（
ふ

化
後
迩
一
十
五
日
）
と
推
定
さ

れ
、
一
匹
は
乗
を
食
べ
る
の
を

や
め
て
サ
ナ
ギ
に
な
る
雌
備
を

し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

；
風
間
浦
村
で
貝
つ
か
つ
し

た
オ
オ
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ

ウ
と
み
ら
れ
る
幼
虫

風
間
浦
で
採
捕
し
た
幼
虫
４
匹

2219

左：別紙３右：別紙４

県
で
は
一
一
十
四
日
に
害
虫
専

門
の
職
員
数
人
が
協
議
。
一
一
十

六
日
に
は
十
三
人
が
参
加
し
て

発
生
予
察
担
当
者
会
議
ま
開

き
、
四
匹
が
オ
オ
モ
ン
シ
ロ
チ

ョ
ウ
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
１

と
判
断
し
た
。
工
藤
登
県
農
業

Ｆ『

み
ら
れ
る
函
匹
が
抽
廼
さ
れ
、

生
息
分
布
の
広
が
り
が
明
ら
か

に
な
っ
て
き
た
（
・
事
態
を
砿
視

し
た
県
は
『
十
六
臼
、
緊
急
会

沢
、
車
力
、
百
石
、
下
田
な
ど

を
調
査
し
た
が
、
疑
わ
し
い
個

体
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。

い
方
悩
鈴
免
揖
紗
・
・
・
認
必
斌
が
〃
論

潟
堆
息
分
布
広
が
る

オ
シ

県
、
防
除
指
導
徹
底
へ

県点瓦に・がＩｙｊＩｕモヘ,湖いろと；ｌｌ
でがそ五採除腿ンベキ､ｌ求弔ｒ１Ｊｒｉぱ
はあれ零衆所をシヅ易'た弓能本、
き る ぞ ， し へ 、 ロ に 、 ， ． 推 海 す
よ特れｕｑな十ｕＩｌチ付隅|同も油一,三‘
う徴､.f翌･罰FI11刺ﾖ剥の_苫f1『》いに
二 も 三 で 幼 旧 郡 ウ し 野 ･ ' - . る に ｆ ﾉ 〈
十兇１問、虫｢１７地らて蕊.裳I噸11|

荷灘雛灘鱗普：謹胤
幼働斑兇目一三興虫醜オニＷ州ていへ

ウ長い毎内・・た撤斜は依へ山
へ は 隈 く 蕊 の 痔 ' ; I 唾 盤 ぺ こ 噸 脳 毎

離 職 縦
識蕊識蕊

……一=一…一一蕊

｜蕊

Ｉ雲
！と鳩

，苗召
’て、

｜増：
’ｆ

寄せ蛾記（８１号）

唖
勉
堪
心
掘
牢
死
〃
妙
尋
凝
砂
弛
勿
妙
亨
杉
折
夢
・
ハ
Ｐ
》
‘
一
丞
彩
歩
．
“
。
．
〃
．
‐
．
’
わ
・
・
グ
ぞ
菟
淑
〃
ず

技
術
課
長
は
貢
発
生
が
確
認
る
こ
と
に
な
る
が
、
県
と
し
て

さ
れ
た
）
北
海
道
で
は
一
般
展
は
有
効
な
殺
虫
剤
の
検
定
に
独

家
の
作
物
に
被
害
は
出
て
お
ら
自
に
取
り
組
み
た
い
恵
向
だ
。

ず
、
も
し
本
県
で
出
た
ど
し
て
作
一
一
十
一
一
百
ま
で
の
調
査
で
、

も
普
通
の
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
同
大
畑
町
で
見
つ
か
っ
た
成
虫
一

様
の
防
除
で
処
理
で
き
る
と
み
匹
が
疑
わ
し
い
と
さ
れ
て
い
た

ら
れ
る
一
・
と
賭
し
て
い
る
。
が
、
そ
の
後
の
調
査
で
『
シ
ロ
」

オ
オ
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
と
特
と
判
明
○
二
士
自
は
津
軽
．

定
さ
れ
れ
ば
国
や
北
海
道
と
協
南
部
両
病
害
虫
防
睦
酢
職
員
ら

熱
し
な
が
ら
今
後
の
対
応
を
探
が
弘
側
一
一
一
沢
、
木
造
、
鯵
ヶ

銃
祁
●
韮
夕
哩
・
〆
・
〃
毎

問
題
の
幼
虫
四
匹
は
体
長
約

一
一
一
・
五
’
四
壱
で
、
普
通
の
モ

ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
よ
り
ひ
と
回
り

大
き
い
。
黄
色
と
怨
の
ま
だ
ら

棋
棟
の
体
に
毛
が
生
え
、
オ
オ

モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
特
徴
を
は

っ
き
り
示
し
て
い
る
。
い
ず
れ

０
ｂ
６
．
１
、
ロ
ロ
ロ
ー
‐
Ｂ
ｒ
０
０
０
０
．
０
‐
ｈ
ロ
■
■
０
Ⅲ
ｑ
■
●
●
：
凸
呂
。
。
量
・
●
。
ｇ
・
■
Ｂ
●
●
凸
●
■
：
●
Ｐ
・
■
・
骨
■
■
Ｐ
由
り
Ｐ
ｔ
ｂ
①
：
：
Ｂ
■
・
●
●
。
●
号
●
ｐ
：
酢
■
小
ｂ
０
０
，
‐
‐
ｌ
‐
‐
０
０
０
０
０
０
ｑ
甲
“
０
咽
ｂ
：
０
町
。
■
・

県
、
確
認
後
一
斉
調
査
へ

１



幼
虫
百
八
匹
、
県
南
地
方
の
三

沢
、
百
石
、
下
田
三
市
町
十
七

地
点
で
成
虫
百
三
十
匹
を
採
捕

し
た
が
、
す
べ
て
モ
ン
シ
ロ
チ

寄せ蛾記（第８１号）

平成畔(/ﾂ岬）湖聖日は）
琴¥＝塁逗一白 言毎Fと(第三１重雪1便:物認可）

大
間
町
奥
戸
で
見
つ
か
っ
た
幼
虫

。
即
■
蝕
む
軸
■
》
』
軸
●
岬
●
如
凸
蝿
●
酌
色
却
●
和
●
列
●
釦
■
郡
●
和
ウ
”
①
報
い
“
守
即
●
釦
●
函
■
邸
■
朝
巳
印
●
研
■
郡
●
“
甲
酌
●
都
二
一
一
酌
中
軸
＆
即
■
和
牛
印
色
印
凸
罰
●
函
●
》
。
》
■
函
●
即
勺
釦
●

病害虫オオモンシロチョウ

で
チ
ョ
ウ
の
成
虫
九
十
六
匹
、

■
一
●
』
■
勺
自
ら
■
④
勺
Ｐ
Ｕ
Ｐ
■
争
■
●
ａ
一
■
午
■
●
●
●
勺
ウ
■
凸
①
色
■
午
凸
守
■
』
■
●
Ｂ
旬
句
◆
ｑ
■
■
申
４
－
９
』
Ｉ
Ｐ
ｑ
曲
■
●
ｄ
由
ｄ
■
ｑ
勺
甲
己
甲
●
■
■
■
③
■
一
■
■
Ｂ
午
■
甲
凸
凸
■
』
包
む
⑪
。
ｄ
■
①
●
①
由
ｇ
Ｐ
ｑ
ｂ
ｇ
－
●
■
■
凸
■

■
●
■
■
ｂ
甲
■
Ｐ
ｂ
甲
や
■
■
■
け
甲
●
ｂ
○
●
Ｐ
①
。
Ｂ
甲
■
■
９
■
■
■
■
■
●
日
甲
■
ｂ
●
■
■
■
０
■
■
ｆ
Ｂ
■
。
ｂ
心
も

ヨ
ウ
だ
っ
た
。

既
に
成
虫
や
幼
虫
の
発
見
が

相
次
い
で
い
る
北
海
道
で
は
一

般
農
家
の
作
物
に
被
害
が
出
て

職 蕊蕊

風
間
浦
村
易
国
間
の
無
農
薬

菜
園
で
見
つ
か
っ
た
チ
ョ
ウ
の

幼
虫
は
一
一
十
七
日
、
県
が
横
浜

市
の
農
水
省
横
浜
植
物
防
疫
所

に
鑑
定
を
依
頼
し
た
結
果
、
特

定
重
要
病
害
虫
オ
オ
モ
ン
シ
ロ

チ
ョ
ウ
の
幼
虫
と
確
認
さ
れ

た
。
幼
虫
の
確
認
は
県
内
で
初

め
て
。
県
は
一
一
一
十
日
、
キ
ャ
ベ

ツ
主
産
地
を
中
心
に
県
内
一
円

で
一
斉
調
査
し
、
発
生
範
囲
を

さ
ら
に
詳
し
く
調
べ
る
。

県
は
、
同
村
の
無
農
薬
菜
園

で
一
一
十
三
日
に
採
捕
し
た
幼
虫

四
匹
が
オ
オ
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ

の
可
能
性
が
高
い
と
判
断
、
サ

ナ
ギ
に
な
っ
た
一
匹
を
除
く
三

匹
を
一
一
十
七
日
に
同
防
疫
所
に

持
乞
込
ん
だ
。
同
防
疫
所
は
、

特
徴
か
ら
一
一
一
匹
と
も
オ
オ
モ
ン

シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
幼
虫
と
断
定
し

た
。

一
方
、
県
は
二
十
六
日
に
津

軽
地
方
の
弘
前
、
木
造
、
鯵
ヶ

沢
、
車
力
の
四
市
町
村
七
地
点

農
水
省
植
物
防
疫
所
が
断
定

県
聴
鋤
時
燭
に
令
県
調
沓

幼
虫
ら
し
い
虫

大
間
で
も
発
見

大
間
町
奥
戸
館
ノ
上
の
漁
業

能
登
久
さ
ん
壱
七
）
が
一
一
十
七

日
、
自
宅
前
で
栽
培
し
て
い
る

ネ
ワ
サ
ビ
に
、
特
定
重
要
病
害

虫
オ
オ
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
ら
し

い
幼
虫
が
つ
い
て
い
る
の
を
発

見
し
、
大
間
町
壁
林
畜
産
課
に

届
け
出
た
。

能
登
さ
ん
に
よ
る
と
、
家
族

が
同
日
朝
、
数
十
匹
の
幼
虫
が

ネ
ワ
サ
ビ
の
葉
を
食
べ
て
い
る

の
を
見
つ
け
た
。
ネ
ワ
サ
ビ
は

数
年
前
か
ら
栽
培
し
て
い
る

が
、
一
〕
の
幼
虫
が
現
れ
た
の
は

初
め
て
だ
と
い
う
。
幼
虫
は
、

1996年12月

お
ら
ず
、
県
は
普
通
の
防
除
方

法
で
処
理
が
可
能
と
み
て
い

る
。
一
一
一
十
日
は
、
県
内
十
四
の

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
と
津

軽
、
南
部
両
地
域
病
害
虫
防
除

2220

所
を
一
斉
に
動
員
し
、
家
庭
菜

園
な
ど
農
薬
を
散
布
し
て
い
な

い
個
所
も
含
め
て
発
生
の
有
無

を
調
べ
る
。

一
校
め
て
だ
と
い
う
ｃ
幼
虫
は
、

”
同
日
夕
ま
で
に
か
な
り
の
葉
を

食
い
荒
ら
し
た
。

別紙５

幼
虫
は
大
き
さ
が
三
’
四

壱
。
黄
色
と
黒
の
ま
だ
ら
模
様

で
、
体
に
毛
が
生
え
て
い
る
。

新
聞
な
ど
で
見
た
オ
オ
モ
ン
シ

ロ
チ
ョ
ウ
の
幼
虫
に
、
か
な
り

特
徴
が
似
て
い
た
こ
と
か
ら
、

届
け
出
た
。

町
農
林
畜
産
課
は
、
採
捕
し

た
幼
虫
を
確
認
し
た
が
、
オ
オ

モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
で
あ
る
か
ど

う
か
は
確
定
で
き
な
い
た
め
、

む
つ
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
に
連
絡
し
た
。
同
セ
ン
タ

ー
な
ど
は
後
日
、
調
査
す
る
こ

と
に
し
て
い
る
。

下
北
地
方
で
は
先
ご
ろ
、
風

間
浦
村
易
国
間
の
無
農
薬
菜
園

で
も
オ
オ
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
と

み
ら
れ
る
幼
虫
が
発
見
さ
れ
て

い
る
。
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い
る
の
が
大
き
な
特
徴
、
ま
た
、

雄
は
前
の
羽
の
黒
い
丸
紋
が
な

く
、
雌
は
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
（
茶

色
が
か
っ
た
白
色
）
よ
り
白
い

と
い
う
。

オ
オ
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
（
幼

虫
を
含
む
）
が
民
家
付
近
な
ど

で
見
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
、
荒
木
さ
ん
は
「
モ
ン
シ

ロ
チ
ョ
ウ
は
ほ
か
の
チ
ョ
ウ
を

追
い
払
う
性
質
が
あ
る
。
い
ま

は
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
方
が
数

が
多
い
た
め
、
キ
ャ
ベ
ツ
畑
に

オ
オ
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
が
定
善

で
き
ず
に
い
る
の
で
は
な
い

か
」
と
み
て
い
る
。
さ
ら
に
「
オ

オ
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
は
、
家
庭

菜
園
な
ど
に
飛
来
し
、
数
が
増

え
た
時
点
で
キ
ャ
ベ
ツ
畑
に
侵

入
し
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
を
駆
逐

し
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
」
と
話
し
て
い
る
。

成
虫
、
サ
ナ
ギ
採
捕

風
間
浦
む
つ
の
昆
虫
研
究
家

殿
痔
善
詐
》
鋸
》
一
》
》
》
圭
一
蕪
雫
》
》
蹄
》
》
韮
》
》
唾
轟

ギ
を
採
捕
し
た
。

サ
ナ
ギ
は
、
先
ご
ろ
学
校
菜

園
で
オ
オ
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
の

幼
虫
が
見
つ
か
っ
た
同
村
易
国

間
小
学
校
の
校
舎
の
壁
に
二
つ

く
っ
つ
い
て
い
る
の
を
発
見
し

た
。
抜
け
殻
が
五
つ
、
死
が
い

二
つ
も
あ
っ
た
と
い
う
。
成
虫

幸
湘
。
】
一
号
２
台
。
凸
二
龍
串
湘
龍
』
唯
謂
】
吾
．
８
０
ｑ
Ｄ
・
■
尭
函
裾

－２２２１－

病
害
虫
オ
オ
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ

荒
木
さ
ん
が
採
捕
し
た
成
虫
。
上
か
ら
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
雄
、
オ
オ
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
鮭
、
同
雌
、
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
雌

OI

|’

’

大
根
畑
で
食
害
雨
季
雷
電
垂
も
”
罰
霊
唾
密
訴

北
海
道
け
て
い
る
。

本
皇
陸
が
畠
に
な
っ
て
工
藤
代
表
に
よ
る
と
、
オ
オ

い
る
オ
オ
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
幼
虫
が
好

幼
虫
は
「
キ
ャ
ベ
ツ
の
大
害
虫
」
む
の
は
、
こ
れ
ま
で
キ
ャ
ベ
ツ

と
さ
れ
て
い
た
が
、
大
根
、
白
が
知
ら
れ
て
い
た
鋤
と
こ
ろ
が

菜
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、
ブ
ロ
ッ
北
海
道
で
は
、
大
根
畑
か
ら
か

コ
リ
ー
な
ど
、
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
な
り
の
数
の
オ
オ
モ
ン
シ
ロ
チ

野
菜
に
広
く
被
害
を
及
ぼ
す
恐
ヨ
ウ
の
幼
虫
が
見
つ
か
り
、
葉

れ
が
出
て
き
た
。
を
食
い
荒
ら
さ
れ
る
被
害
が
出

北
海
道
で
は
大
根
畑
で
被
害
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
小
樽
市

が
確
認
さ
れ
、
津
軽
昆
虫
同
好
の
西
の
岩
内
で
は
一
人
で
成
虫

会
（
工
藤
忠
代
毒
は
「
キ
ャ
百
数
十
匹
を
採
捕
し
た
り
、
椎

ベ
ツ
だ
け
で
な
く
、
ア
ブ
ラ
ナ
内
市
で
も
成
虫
が
確
認
さ
れ
る

科
の
栽
培
植
物
を
幼
虫
の
食
害
な
ど
蕊
発
生
分
布
と
披
害
が
道

南
か
ら
道
北
ま
で
広
が
っ
て
い

る
。

本
県
で
は
大
間
町
で
二
十
七

日
、
ネ
ワ
サ
ビ
に
オ
オ
モ
ン
シ

ロ
チ
ョ
ウ
ら
し
い
幼
虫
が
つ
い

て
い
る
の
が
見
つ
か
っ
た
が
、

こ
の
ネ
ワ
サ
ビ
も
ア
ブ
ラ
ナ

科
。
工
藤
代
表
は
「
本
県
で
も
、

八
月
上
旬
に
飛
来
し
た
成
虫
が

産
ん
だ
卵
は
、
九
月
に
入
れ
ば

羽
化
し
産
卵
す
る
。
サ
ナ
ギ
で

越
冬
す
る
ま
で
に
年
内
に
も
う

一
回
、
幼
虫
に
よ
る
食
害
が
発

生
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
こ
の
ま

ま
で
は
〃
ね
ず
み
算
式
〃
に
分

布
が
広
が
っ
て
し
ま
う
」
と
指

摘
し
て
い
る
。

別紙６

は
、
同
小
か
ら
百
脚
ほ
ど
離
れ

た
民
家
付
近
と
キ
ャ
ベ
ツ
畑
で

見
つ
け
、
雄
と
雌
一
匹
ず
つ
を

採
捕
し
た
。
オ
オ
モ
ン
シ
ロ
チ

ョ
ウ
は
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
よ
り

も
大
き
く
、
前
の
羽
の
外
縁
部

の
黒
い
帯
が
Ｌ
字
形
に
な
っ
て
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同
二
十
ハ
臼
に
一
般
市
民
か

ら
む
つ
地
域
農
改
昔
及
セ
ン
タ

ー
に
持
ぢ
込
ま
れ
た
幼
虫
十
四

匹
も
オ
オ
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
と

判
明
叩
飛
期
（
ひ
し
よ
う
）
刀

が
強
く
発
塩
拡
大
が
懸
念
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
津
軽
・
南
部
両

病
害
虫
防
除
所
は
二
日
付
で
病

害
虫
発
生
予
察
特
殊
報
を
出
し

て
市
町
村
や
娯
協
な
ど
に
注
意

を
呼
び
掛
け
た
。

凋
茸
は
県
勾
の
十
四
腿
改
督

及
セ
ン
タ
ー
』
一
両
防
除
所
職
員
一
両
半
島
で
発
見
さ
れ
て
お
り
、
｜
狼
国
内
で
は
昨
年
ま
一
』
未
発
生
一

需
岬
碓
娠
眉
唾
叫
榊
母
畔
部
唯
一
嘩
詐
睡
椎
跡
椎
癖
壁
司
垂
跳
飛
一
逐
啓
殿
馴
酔
銚
需
帝
山
勃
詩
呼

卜
地
点
、
家
唾
菜
園
三
百
卜
六
能
性
も
出
て
き
た
，
ツ
、
白
菜
、
大
根
な
ど
ア
ブ
ラ
・

そ
の
橋
果
、
オ
オ
モ
〆
，
ン
ロ
ー
手
掴
癖
坐
些
鉦
奔
弛
症
迦
垂
釦
登
調
認
識
季
韮
昏
善
斗
（
函
需
一

地
点
て
実
施
し
た

照
腿
林
部
は
．
１
日
、
風
珊

加
村
な
ど
で
発
牝
が
確
認
さ
れ

て
い
る
特
定
亜
蛭
応
害
虫
・
オ

オ
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
県
内
一

稗，年((?湾)７９ヲ日６１，Ｊ
＝昌幸民

邑

葡

県
が
一
斉
調
査

２
日
ま
で
に
結
果
ま
と
め

洲

害
虫
ワ
オ
・
オ
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
品

ｐ
０
４
ｆ
０
Ｆ
叩
‐
ｎ
町
４

可
寿

篭
認

斉
調
査
を
実
施
し
た
県
内
卜
｛
し
、
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
に
幼
虫
が
で
に
県
農
奨
仏
術
課
が
蝿
計
し

四
農
改
普
及
セ
ン
タ
ー
と
雄
唯
．
つ
い
て
い
な
い
か
、
成
虫
が
縦
て
県
内
の
充
唯
地
点
や
密
哩
な

・
南
部
岡
病
害
虫
防
除
所
の
職
一
米
し
て
い
な
い
か
を
突
際
に
採
一
ど
を
ま
と
め
、
植
物
防
疫
陸
に

負
が
全
市
町
村
の
畑
琶
巡
回
一
補
し
て
拙
く
た
。
九
月
一
百
主
一
雄
づ
く
農
水
衝
の
通
達
に
沿
っ

キ ャ ベ ツ 焔 を ” 盃 す る § 破 屋 ＝ 脅 森市三内i尺部

Ｉ

一
一

五軍了■■国号

て
「
特
殊
縦
窯
出
す
方
針
だ
。

チ
ョ
ウ
の
幼
虫
が
小
泊
村
鮫
員
同
様
の
股
架
敵
布
で
防
除
で
き

で
四
匹
、
む
つ
市
川
守
町
で
二
る
が
、
飛
鋤
刀
が
強
い
た
め
破

匹
、
大
畑
町
釣
屋
浜
で
八
匹
、
雷
の
広
が
り
が
懸
念
さ
れ
る
」

大
間
町
奥
戸
・
材
木
で
一
一
一
十
五
と
話
し
て
お
り
、
今
後
、
採
捕

匹
、
ま
た
、
サ
ナ
ギ
一
匹
が
風
し
た
個
体
を
増
殖
で
き
れ
ば
既

間
浦
村
易
画
間
で
発
見
さ
れ
存
農
薬
の
椴
虫
効
果
を
確
か
め

た
。
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

一
般
市
民
か
ら
持
ち
込
ま
れ
両
防
除
所
は
二
日
付
で
、
オ

た
幼
里
十
四
匹
（
む
つ
、
大
間
、
オ
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
外
見
的

風
間
浦
で
発
見
）
と
合
わ
せ
れ
特
徴
な
ど
を
記
し
た
病
茜
虫
発

ば
、
幼
虫
六
十
一
一
一
匹
、
サ
ナ
ギ
生
予
察
特
殊
報
を
出
し
た
。

一
匹
が
い
ず
れ
ら
嬢
軽
・
下
北
オ
オ
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
は
日

上：別紙７下：別紙８

1996年１２月

蕊

2ﾘ躯ﾘ２

オオ鴇ンシロチョウ
一
肯
緑
地
城
鯉
改
湾
及
七
・
ろ
幸
ン
Ｕ
チ
ョ
ウ
か
狸
｝
う
か
↑
》
・
硫
龍
一
ロ
エ
ョ
向
．
兇
牛
に
か
か
わ
る
な
ど
に
通
達
す
る

一
川
砕
“
岬
に
“
か
抽
紅
岬
封
地
一
十
鳩
峰
逢
錘
榊
諏
極
小
唖
雲
」
一
一
一
識
桝
神
吾
埜
州
函
一
一
華
永
唖
一
旬
騨
》
闇
推
計
圭
坐
辿
州
剛
叫
皿

一
謹
淵
篭
甑
潔
灘
一
堂
譲
州
騨
鑑
一
雲
謹
謡
”

卯
膝
寿
兜
推
帥
ら
が
成
虫
を
豚

術
し
て
羽
の
長
さ
を
調
く
だ

り
、
幼
虫
の
写
真
コ
ピ
ー
雀
琴

袴
に
外
見
の
似
た
個
体
が
つ
し

て
い
な
い
か
を
細
く
た
Ｆ
各
セ

ン
タ
ー
、
川
防
除
所
と
む
、
汎

わ
し
い
佃
休
が
見
つ
か
っ
た
出

合
は
三
十
・
川
ま
で
に
県
牒
拡

一
割
“
郷
峠
姻
岬
率
祢
毒
荊
吾
銅

蕊
建
全
域
に
予
察
特
殊
報
一

垣
酔
搾
酔
郵
榊
榊
認
一
一
狙
唾
訊
銅
走
叶
謹
罫
癖
郡
雲
率
錘
峠
密
蝿
嘩
祁
吐
搾
歴
声
拘
毒
郵
↑
銅
副
錘
窪
峠
》
」
”
一
筆
』
）
と
な
ど
を
脱
明
し
て
い
－

六
地
点
か
ら
疑
わ
し
い
幼
虫
四
十
九
座
と
サ
ナ
ギ
一
匹
が
見
つ
か
り
、
県
農
試

と
県
畑
作
園
芸
誠
の
進
定
で
す
べ
て
オ
オ
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
と
判
明
し
た
ｕ

!｜

|’

鹸
愛



寄せ蛾記（８１号）

１９９６年(平成８年）９月３日（火曜日） 一
言

一
皇 乗斤-′ ノー廷１

篭

オ

別
個
体
採
取

オ
オ
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ

県
が
調
査
結
果
発
表

県
は
二
日
、
先
月
三
十
日
に

全
県
下
で
特
定
重
要
病
害
虫
オ

オ
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
発
生
状
』

況
を
一
斉
に
調
査
し
た
結
果
、
一

幼
虫
な
ど
五
十
個
体
を
採
取
し

た
と
発
表
し
た
。
一
斉
調
査
よ

り
前
に
県
民
か
ら
持
ち
込
ま
れ

た
幼
虫
十
四
匹
も
オ
オ
モ
ン
シ

ロ
チ
ョ
ウ
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
県
内
で
計
六
十
四
匹
が
確

認
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
津
軽
、

南
部
両
地
域
病
害
虫
防
除
所
は

同
日
、
「
病
害
虫
発
生
予
察
。

特
殊
報
」
を
出
し
て
関
係
機
関

に
注
意
を
促
し
た
。

県
の
調
査
で
は
、
む
つ
市
と

大
畑
町
、
畜
町
、
風
間
浦
村
、

小
泊
村
の
五
範
鴇
豊
庭
菜

園
六
地
点
で
、
塾
四
十
九
匹
、

さ
な
ぎ
殻
一
個
が
見
つ
か
っ

た
。
オ
オ
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
は

飛
し
よ
う
力
が
強
く
、
こ
れ
か

ら
広
範
囲
に
広
ま
る
恐
れ
が
あ

る
。

－２２２３－

蕊

別紙９

魚

④

蕊

雲
課

1996年12月

鍵

職

写真説明

①オオモンシロチョウ２齢幼虫(1996年９月２７日，風間浦村易国間,キャベツ)キャベツの葉裏で,体長約８ｍｍ

②オオモンシロチョウ３齢幼虫(1996年９月２７日，風間浦村易国間ダイコン)ダイコンの葉裏で,体長約８ｍｍ

③オオモンシロチョウ終齢幼虫(1996年８月３１日，大間町奥戸舘ノ上産,飼育)キャベツ,体長約８ｍｍ

④オオモンシロチョウ輔（1996年９月１０日，大間町奥戸舘ノ上産,飼育)上：越冬螺，下：非越冬蝿

③

蕊蕊蕊

鶏

②①

蕊蕊蕊
識も&



寄せ蛾記（第８１号） 1996年１２月

議鶏

蕊蕊蕊鍵議識

冊

鋤|棚

ｂｇ

鱗;iriif”熱総;職;Ｉ 蝿冊識

⑤ ⑥

鞍I*

識鍵鑓織驚

閏q‘鱒

鍵

－２２２４－

(あらきさとし〒035青森県むつ市下北町10-18）

鵜癖

⑧

凸

写真説明

⑤オオモンシロチョウ蝿（1996年９月１０日，大間町奥戸舘ノ上産』飼育）

左側２列と３列目の下から４個までは非越冬蝿。３列目の上から４個から残り右側３列は越冬蝿。

⑥オオモンシロチョウ成虫（1996年８月２７日,風間浦村易国間産,採集品）

右側：３１右側：早

⑦釣りの成果（1996年９月８日，大畑町,風間浦村）

⑧今年のアベレージサイズ（1996年９月２８日,脇野沢村）

２９．５ｃｍイワナ？ｏｒアメマス？

⑦

識識I議議蕊蟻…Jfj…鱗,鍵 懲溌
遥
一
蝉



1996年12月 寄せ蛾記（８１号）

アオマツムシは忍者修行中（続編）

萩原昇

●●

アオマツムシ雌が葉の上に静止する時に，触角を折り曲げて体の下に入れる行動について，本誌６１

号（1991年10月）で報告したとおりであるが，特異な行動であるため触角のクリーニング行動ではな

いかとの疑問も残っていた．

本年９月１７日の午後９時30分頃，偶然にも自宅の部屋の中にアオマツムシの１早が飛び込んできた

ので，前述の事を思い出し，以下のような観察・実験を試みた．その結果を報告する．

1．観察日時

1996年９月１７日２１:３０～２２:4０

２．観察場所

埼玉県春日部市梅田本町2-9-3（自宅の室内）

３．観察個体

アオマ ツ ム シ １ 早

４．観察方法

アオマツムシをネズミモチの葉の上に静止させ，電灯を薄暗くして，その行動を観察した．また，

意図的にアオマツムシの触角を刺激したり，体の向きを変えて観察を行った．

５．観察結果

（１）触角のクリーニング

触角を刺激すると，触角を上下左右に振り，刺激を避けようとする．その後，触角を左右１本ずつ

別々に体の下に折り曲げていれ，口器で触角をくわえて基部から先端に向かってクリーニング（写真

…１）を行った．１本の触角をクリーニングするのに要した時間は約30秒，左右を２本を合わしても

１分30秒を越えなかった．

また，脚についても，その先端を口器でくわえてクリーニングするような行動が見られた．

（２）葉の上での静止と触角の位置

①アオマツムシの体を葉の付け根の方向に向けると，すぐに２本の触角を葉柄に沿って静止し

（写真…２），体と触角を葉に密着させて動かなくなった．

②アオマツムシの体を葉の先端の方向に向けると，触角を上下左右に動かし落ち着かない行動を
繰り返し，触角のクリーニングや脚のクリーニングを行った．その後も，落ち着かない行動を繰り返

した後，２本の触角を体の下にいれ（写真…３），体を葉に密着させて静止した．この姿勢を１０時０５

分から１０時40分まで続けた．

６．考察

以上の観察結果から，アオマツムシの行った触角を体の下にいれて静止する行動は，触角を２本同

時に体の下にいれる事から，触角のクリーニングとは全く別の行動であると考えられ，体を葉に密着

させることで外敵から発見されにくくする「アオマツムシの忍法」ともいうべき行動であると考えら

れる．

－２２２５－



寄せ蛾記（第８１号） 1996年12月

上：写真１

触角をク触角をクリーニングする

アオマツムシ

中：写真２

下：写真３

(はぎわらのぼる〒152春日部市梅田614-1）
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カギバガ科

２０８０マエキカギバ

寄せ蛾記（８１号）

埼玉県秩父郡大滝村中津川の７月の蛾類

萩原昇・玉木長寿

以下の報告は，1996.07.16に秩父郡大滝村の大滝村中津川の「中津屋」付近で玉木長寿氏が実施し

た燈火採集で得られた蛾類をまとめたものである．報告にあたり，貴重な採集品を提供していただい
た同氏に感謝申し上げる．

凡例

１．学名および種の配列は日本産蛾類大図鑑（1982）による．

２．記録は，以下のように記述した．

カタログ番号（日本産蛾類大図鑑で使用している整理番号），和名，記録個体数．

ｌ）記録地は，すべて秩父郡大滝村中津川の中津屋付近である．

２）記録個体数に関しては，雌雄それぞれの個体数が分かっている場合には，ｃ７'早の記号の前に数

字で示した．雌雄が不明の記録個体については，ｅｘ・を付した．

３）記録日は，全て1996年07月１６日である．（記述を省略）

４）記録者は，全て玉木長寿である．（記述を省略）

マルハキバガ科

１１４１ホソバキホリマルハキバガlｃ７１

イラガ科

1374ナシイラガ ２c7１

メイガ科

１５８９シロヒトモンノメイガ

１６１３キバラノメイガ

1750モンスカシキノメイガ

1852オオフトメイガ

３ｅｘｓ・

ｌｅｘ．，

６ｅｘｓ，

１３

1996年12月

１早 2091ギンモンカギバ １３

トガリバガ科

２１２５オオトガリバ

２１３５ギンモントガリバ

2136ウスイロトガリ（伊
早

１
１

５ｅｘｓ．

シャクガ科

２１６６ホシシヤク

２１７３オオアヤシヤク

２１８５カギシロスジアオシヤク

２６４９シロオビヒメエダシヤク

２６７３アトグロアミメエダシヤク

２７３７ヒョウモンエダシヤク
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２３

寄せ蛾記（第８１号）

カレハガ科

２９７４リンゴカレハ １３ 2979ミヤケカレハ １３

カイコガ科

２９８４クワコ

1996年1２月

ヤママユガ科
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〒152春日部市梅田614-1）

〒350-04入問郡毛呂山町大字前久保332-122）
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1996年12月 寄せ蛾記（８１号）

入川林道(東京大学農学部演習林)早春の蛾類(1996）

萩原昇・築比地秀夫・土橋秀行・柴田直之

以下の報告は，1996年４月２７日に秩父郡大滝村の入川林道（東京大学農学部演習林）で実施した燈

火採集で得られた蛾類をまとめたものである．今回の調査より，オオウスアオハマキをはじめする埼

玉県で初記録となる９種の蛾を採集することができた．

また，昨年の同時期（1995.04.29）に同地点で採集を実施した．２つのデータを比較すると，イボ
タガの飛来がなかったことやシーベルスシャチホコ・アマギシャチホコなどが非常に新鮮な個体であ

った事などから，本年の蛾類の発生が遅れていることがはつりと読み取れた．

なお，採集にあたり，現地の案内及び採集場所を提供していただいた佐々木和男氏に感謝申し上げ
る．

凡例

１．学名および種の配列は日本産蛾類大図鑑（1982）による．

２．記録は，以下のように記述した．

カタログ番号（日本産蛾類大図鑑で使用している整理番号)，学名，和名，記録個体数，記録者；

ｌ）記録地は，すべて秩父郡大滝村の東京大学農学部演習林（標高1200m付近のブナ帯）である．
２）記録個体数に関しては，雌雄それぞれの個体数が分かっている場合には，部早の記号の前に数

字で示した．雌雄が不明の記録個体については，ｅｘ・を付した．

３）記録日は，全て1996年４月２７日であるため，記述を省略した．

４）記録者については，築比地秀夫…Ｈ､Ｔ，萩原昇…Ｎ､Ｈを,その他については採集者名を付した．

TORTRICIDAEハマキガ科

２０４４cJerisrose〃a"ａ（HUBNER）オオウスアオハマキ

１３１早,Ｎ､Ｈ；（埼玉県初記録）

PTEROPHOROIDEAトガリバ科

2116〃O"o肋J'atrraprye〃（BUTLER）ウスベニトガリバ

１３，柴田直之；

2146／VeQpIocaarctipe""iｓ（BUTLER）マユミトガリバ

１早，Ｈ､Ｔ；２３，Ｎ.Ｈ；

2148／Veodar”ａｔa"a"uArjiMATSUMURAタマヌキトガリバ

１３，Ｈ､Ｔ；３c71,Ｎ.Ｈ；１３，土橋秀行；

1961年４月２２日に三峰山で記録あり（市川；1962）、県内２番目の記録．

GEOMETRIDAEシャクガ科

2346乃ichoptezγｘ力e"a"ａ（BUTLER）シタコバネナミシヤク

２ｅｘ．，Ｈ､Ｔ；

2355Zric力Qpterγxussurzca（WEHRLI）マダラコバネナミシヤク

１早，Ｈ､Ｔ；

1959年４月６日に三峰山、1961年４月２２日に大輪・三峰での記録があり（市川；1962）、県内

３番目の記録．

－２２２９－



寄せ蛾記（第８１号）

2356Zrjc力opterγxUstata（CHRISTOPH）クロオビシロナミシヤク

２ｅｘ.，Ｈ､Ｔ；１早,Ｎ､Ｈ；（埼玉県初記録）

2425〃iotep力ｒｉａｅｙａ"esce"ｓ（STAUDINGER）ナカモンキナミシヤク

１３，Ｎ.Ｈ；

2511リノe"ｕｓｉａ〃egaspiIata（WARREN）フタモンコナミシヤク

１早，Ｈ､Ｔ；（埼玉県初記録）

2552Eupj幼ecja〃ip〃o"aｎａＬＥＥＣＨマエナミカバナミシヤク

lc711早，Ｎ､Ｈ；（埼玉県初記録）

2557β"画妨ecja〃aga血INOUEナガイカバナミシヤク

lex.，Ｎ､Ｈ；（埼玉県初記録）

2826助iga〃ａｓz"uosarjaLEECHシモフリトゲエダシヤク

１３，Ｈ､Ｔ；

2831肋oc力血ａ．〃gIa"siaria（GRAESER）オカモトトゲエダシヤク

１ｃ71,Ｈ､Ｔ；

2847〃edasi"ａ〃iArAroﾉ7iｓ（BUTLER）ニツコウエダシヤク

１３，Ｈ､Ｔ；

2849Pac力J'〃giadoZosaBUTLERアトジロエダシヤク

２３，Ｎ.Ｈ；

2850〃esAore6asZ"pIarsZ"pIe〃（BUTLER）ハスオビエダシヤク

１３，Ｈ､Ｔ；

2871ＲｓｙｒａｂＩＵｅ幼ge"ズ（PUNGELER）クロモンキリバエダシヤク

１ｅｘ．，Ｈ､Ｔ；

1960年５月１６日、白岩小屋での記録があり（市川；1962）県内２番目の記録．

SATURNIIDAEヤママユガ科

300049〃ａｔａｕ（LINNAEUS）エゾヨツメ

１３，Ｈ,Ｔ；１３，Ｎ､Ｈ；１早，土橋秀行；１３，柴田直之；

NOTODONTIDAEシャチホコガ科

3148Erido"ｔａａ"agisa"ａ（MARUMO）アマギシヤチホコ

７３，Ｈ､Ｔ；２〔71,Ｎ.Ｈ；２３，土橋秀行；５３１早，柴田直之；

31710doﾉ7toSiasieyerSZi（MENETRIES）シーベルスシヤチホコ

１３２早，Ｈ､Ｔ；２３，Ｎ.Ｈ；１３，土橋秀行；３３，柴田直之；

NOCTUIDAEヤガ科

3406CbZocasiajezoe"ＳＩＳ（MATSUMURA)，ｓｐ・rev．ネグロケンモン

１３，Ｈ､Ｔ；１ｃ71,Ｎ.Ｈ；

３５８５PseUdOpa"ｏ〃staAraolNADA，ｓｔａｔ・ｒｅｖ･ タカオキリガ

１３，Ｎ.Ｈ；１３，士橋秀行；１３１早，柴田直之；

3587aayjpaZpuraa”ariae（OBUERTHUR）キンイロキリガ

１３２早，ＨＴ；

３５９１０r幼osiaeya”dａ（BUTLER）カバキリガ

２早，Ｈ､Ｔ；１早，Ｎ,Ｈ；１３，柴田直之；

35920r幼osiaaoya"e"szs（MATSUMURA）アオヤマキリガ

１３１早,Ｈ､Ｔ；１早,Ｎ､Ｈ；

35950r幼osjapar”oea（HAMPSON）プナキリガ

１３１早，Ｈ､Ｔ；

36010r幼ｏｓｉａ皿"dａ（DENIS＆SCHIFFERMULLER）スモモキリガ

２３，Ｈ､Ｔ；

3602伽妨osZaodjosa（BUTLER）チヤイロキリガ

１早，Ｎ､Ｈ；

－２２３０－
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1996年１２月

36030r幼osiaco"Zorltota（FILIPJEV）ゴマフキリガ

２早，Ｈ､Ｔ；

36080r幼osiacamzpe”お（BUTLER）アカバキリガ

１３１早,Ｈ、Ｔ；１３，Ｎ.Ｈ；

3665βlrac戯oﾉﾌ゙ J'c力ａ”becuZosajezoe"sZsMATSUMURAエゾモクメキリガ

２３，Ｈ,Ｔ；１３，Ｎ､Ｈ；

3677XyZe"ａｆｂｍｏｓａ（BUTLER）キバラモクメキリガ

１早，Ｈ､Ｔ；

3683互妨op方a"ｅｐＩ血ｂｅａＩｉｓ（MATSUMURA）モンハイイロキリガ

１早,Ｈ､Ｔ；（埼玉県初記録）

3684厘幼op力a刀ｅγe”sta（LEECH）ウスアオキリガ

１早,Ｈ,Ｔ；１都,Ｎ､Ｈ；

3686互妨Qpha"esocaia（HUFNAGEL）ナカグロホソキリガ

１早,Ｈ､Ｔ；

3689Eupsi互altra"ＳＦ'ersａ（HUFNAGEL）エゾミツボシキリガ

１早,Ｈ,Ｔ；（埼玉県初記録）

3694Eupsi近ａｓ"ｉｇが道raBUTLERヨスジキリガ

１３１早,Ｈ､Ｔ；

3706Ｃ'o“sなagZzsesceﾉ7sDRAWUDTミヤマオピキリガ

１３２早,Ｈ､Ｔ；

37086,”is〃ａｚＩ"Z"acUIaSUGIホシオピキリガ

１早,Ｈ､Ｔ；

3817EUPIeXiasPZe"ぬdａＳＵＧＩシロモンアカガネヨトウ

２ｅｘ．，Ｈ､Ｔ；

寄せ蛾記（８１号）

春先のヤママユガ科「エゾヨツメ」1996年４月２７日（大滝村・東大演習林）

－２２３１



1996年12月

寄せ蛾記（第８１号）

市川和夫（1962）秩父地方の蛾類に関する研究．秩父科学博物館研究報告１１：57-96引用文献

(はぎわらのぼる〒152春日部市梅田614-1）
(ついひじひでお〒333川口市前川4-13-2）
(つちはしひでゆき〒177練馬区関町南４~3．
(しばたないゆき〒350-1l川越市藤倉390一

４－３－２０）

390-8アイシテイ101）
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1996年12月 寄せ蛾記（８１号）

マレーゼ・トラップに入った蛾類

萩 原 昇 ・ 南 部 敏 明

以下の報告は，1996年７．８月に南部敏明氏がハチ類を採集するために仕掛けたマレーゼ・トラッ

プによって得られた蛾類をまとめたものである．報告にあたり，貴重な採集品を提供していただいた

同氏に感謝申し上げる．なお，ここに記録した個体以外に種名が不明の小蛾類が80個体ほどあるが，

同定が困難なため除外した．

凡例

１．学名および種の配列は日本産蛾類大図鑑（1982）による．

２．記録は，以下のように記述した．

カタログ番号（日本産蛾類大図鑑で使用している整理番号），和名，記録地：記録個体数，記録日．

１）記録地はいずれも埼玉県寄居町の鉢形城跡又は男会（トンボ公園）である．

２）記録個体数に関しては，雌雄それぞれの個体数が分かっている場合には，訊早の記号の前に数

字で示した．雌雄が不明の記録個体については，ｅｘ、を付した．

３）記録者は，全て南部敏明である．（記述を省略）

ハ マキガ科

0511ヨモギネムシガ鉢形城跡：13,1996.07.28.

0584ヨツスジヒメシンクイ鉢形城跡：２ｅｘ.，1996.07.28．

メイガ科

1519シバツトガ鉢形城跡：２ｅｘ.，1996.07.28.

1521ツトガ鉢形城跡：１早，1996.07.28.

1655スカシノメイガ男会トンボ公園：１ｅｘ.，1996.08.04.

1657クワノメイガ鉢形城跡：13,1996.07.31.

1695ワモンノメイガ男会トンボ公園：１ｅｘ.，1996.08.04.

コケガ科

3356クロスジシロコケガ男会トンボ公園：１早，1996.08.04．

ヤガ科

3493カブラヤガ鉢形城跡：３早，1996.07.28,2早，1996.07.31.

3635マメチヤイロヨトウ鉢形城跡：１３，1996.07.31.

3646クサシロキヨトウ鉢形城跡：２３３早，１９９６．０７．２８，１早，1996.07.31.

3844スジキリヨトウ鉢形城跡：１３１早，１９９６．０７．２８，２早，1996.07.31,

男会トンボ公園：１早，1996.08.04.

3859ヒメサピスジヨトウ鉢形城跡：２早，1996.07.28,1早，1996.07.31.

3912チヤオピヨトウ鉢形城跡：lex.，1996.07.28.

3930フタテンヒメヨトウ鉢形城跡：ｌｅｘ.，1996.07.28,男裳トンボ公園：1996.08.04.

4060ヒメネジロコヤガ鉢形城跡：１３，１９９６．０７．２８，１早，1996.07.31.

4096モンキコヤガ鉢形城跡：13,1996.07.28.

4104フタオピコヤガオ男会トンボ公園：lex.，1996.08.04.

4109キマダラコヤガ鉢形城跡：１早，1996.07.31.

4 4 5 3クロキシタアツ（ 鉢形城跡：13,1996.07.28,13,1996.07.31．

4499 ソ ト グ ロ ア ツ バ 鉢形城跡：13,1996.07.28.

(はぎわらのぼる

(なんぶとしあき

－２２３３－
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1996年12月

ｂ●●●●●●

長野県にてこメアケビコノハとクロモンシタバを採集
柴田直之

筆者は、長野県浅間山麓にて、迷蛾のヒメアケビコノハとクロモンシタバを採集したので報告する。

。上メアケピコノハ０幼re本血JZoj7Za（C1arck）lex、

1996年６月１７日、長野県嬬恋村大沢川上流

・クロモンシタバｑｐﾉｳｉＵｓａ迩功acaにramer）lex、

1996年６月１７日、長野県嬬恋村大沢川上流

両種とも発電機による灯火採集で得たものである。

また、同日、同所にて、ツキワクチバlex.、ネジロフトクチバ２ｅｘ・も採集している。ツキワ

クチバは比較的鮮度が良いものlex､のみを採集しているが、灯火に飛来した数は３～５頭程であった。

末筆ながら、発表を勧められた矢野高広氏に厚くお礼申し上げる。

寄せ蛾記（第81号）

図11996年６月１７日、長野県嬬恋村大沢川上流で採集した

ヒメアケピコノハ０幼reお”〃O"ａ（Clarck）

図21996年６月１７日、長野県嬬恋村大沢川上流で採集した

クロモンシタバ助力血ｓａｔｍｳacaにramer）

（しばたなおゆき〒350-11川

－２２３４－
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1996年12月 寄せ蛾記（８１号）

埼玉県南部地域の蛾類

築 比 地 秀 夫

県南地域の蛾相については、大宮台地南端の蛾として、並木彬雄氏が、寄せ蛾記２１，２２号（1978～

'７９）に発表している。その後、会として1988～'８９年にかけて見沼田んぽ週辺の調査を行ったが、調

査区域が広すぎたため会員の力が分散して、立ち消えになってしまった。大宮地区を担当していた萩

原昇氏は、春日部市や久喜市で調査した種類を含め、埼玉県東部地域の蛾として寄せ蛾記71,72,75号

に報告している。筆者は、川口地区、（川口市行衛、自然の家）を中心に調査してきたが、1989年

以降も糖蜜や樹液での採集を続けてきた、浦和市南部領辻や大崎、下山口新田を含め埼玉県南部地域

の蛾として報告しておく。

なお、記載済みと記されている種は寄せ蛾記78号に発表したもので、学名および配列は日本産蛾類

大図鑑による。

TORTRlClDAEハマキガ科

８９ノイrc力ipsaudaxRAZOWSKIアトキハマキ

川口市行衛１９８９．５．１３１ex，

108ノツbsﾙｉ"oaadu"brata"ａ（WALSINGHAM）オオフタスジハマキ

川口市行衛1988.10.15.1早

126ノツ伽o"ａ〃ag刀a"ｉ"aDIAKONOFFチヤハマキ

川口市行衛1988.10.15231早

557肋opo6ota〃aeya"ａ（HUBNER）クロネハイイロヒメハマキ
川口市行衛１９８８．１０．６．１ex・

ALUClTlDAEニジュウシトリパガ科

l325HucjtaspiIode”ａ（MEYRICK）ニジユウトリバ

川口市行衛１９８８．１０．６．１ex・

ZYGAENlDAEマダラガ科

1343円〃QrusgJaucopZs（DRURY）ホタルガ

川口市行衛１９８８．９．１０．l3

LlMACODlDAEイラガ科

l375Scopeﾉodesco"tractaWALKERヒメクロイラガ
川口市行衛記載済み

l376MonemaflavescensWALKERイラガ

川口市行衛１９８８．６．１２．２ex、

1378版crojeo〃ＩＣ"gipaIPZsBUTLERテングイラガ

川口市行衛１９８９．５．１３．１ex・

l384Latojasz"zca（MOORE）クロシタアオイラガ

川口市行衛１９８９．６．１２．lex・

THYRlDlAEマドガ科

l399Strjg〃"ａｃａ"Ｃｅ〃atａ（CHRISTOPH）アカジママドガ
川口市行衛1988.6.11．lex、１９８９．５．１３．１ex・

PYRALlDAEメイガ科

1458助jjoZutee〃uｓ（MOTSCHULSKY）ヨシツトガ

川口市行衛１９８８．７．９．１早

－２２３５－



寄せ蛾記（第８１号）

１４５９助uosuppressa〃ｓ（WALKER）ニカメイガ

川口市行衛１９８８．５．１４．１早

１４６９曲Ia"otrop力apaIude〃ａ（HUBNER）シロツトガ

川口市行衛１９８８．９．１０．１ex、

1562ﾉﾂ【)ﾉ"e"iarecuru'a〃ｓ（FABRICIUS）シロオビノメイガ

浦和市南部領辻１９９４．９.ｌ８１ｅｘ・

l574Q7ap力ajocrocIs〃edi"a〃ｓ・(GUENEE）コブノメイガ

浦和市南部領辻1994.9.18.13

1596ＣＯﾉ7oge的ｅＳＰＵ"ctjferaIis（GUENEE）モモノゴマダラノメイガ

浦和市大崎１９９０．９．６．１ex，

１６１６ＣＯ"iorﾉｳ”c加ｓ加t”osa（BUTLER)クロヘリキノメイガ

川口市行衛記載済み

l648Pajpita〃jgropu"cta〃ｓ（BREMER）マエアカスカシノメイガ

浦和市大崎１９８９．３．１２．１早

1692ルノarUcates”Ia〃ｓ（HUBNER）マメノメイガ

川口市行衛1988.10.15.1早

１６９５／V伽ophjZa〃oc”eＺＩａ（DENIS＆SCHIFFERMULLER）ワモンノメイガ

川口市行衛1988.10.15.1ex、

l735ScZeroCo"aacute〃ａ（EVERSMANN）タテシマノメイガ

川口市行衛１９８８．５．２１．１ex、

1762此t〃"ZascapuJa〃ｓ（WALKER）フキノメイガ

川口市行衛1988.5.14.1ex、

1765伽rorobotJ'ｓａ”oZW7a（BUTLER）フチムラサキノメイガ

川口市行衛１９８８．５．２１．１ex・

'806／W"p加Iarespo"sa〃ｓ（WALKER）ヒメマダラミスジノメイガ

浦和市南部領辻１９９４．９．１８．２exs、

l85271ejZP力ａＳａａ皿Cａ（BUTLER）オオフトメイガ

川口市行衛１９８８．７．９．１早

l864Cra"eop力Qra方cAriCHRISTOPHナカムラサキフトメイガ

川口市行衛１９８８．５．２１．１３

１８８６０r幼QpJ/gzagjauci"a〃ｓ（LINNAEUS）フタスジシマメイガ

川口市行衛1988.10.8．lex・

'903助dot〃c加Aruz"etzovjWHALLEYキモントガリメイガ

川口市行衛1988.6.11.1ex．浦和市南部領辻１９９４．９．１８．２exs、

1977曲Ｉg血adefrgua〃sWALKERウスアカムラサキマダラメイガ

川口市行衛１９８８．５．２１．１ex、

DREPANlDAEカギパガ科

2104脇crauzata〃axI"ａｌＮＯＵＥスカシカギバ

川口市行衛1988.10.15.1ｃ７１１早

21050retaPuJC〃ZPeSBUTLERアシベニカギバ

川口市行衛１９８８．９．１０．１早

THYATlRlDAEトガリパガ科

212571et力ｅａａ”〃atａ（BUTLER）オオバトガリバ

川口市行衛１９８８．６．１１．１３

２１３８助ipses〃Ｓｍ雌Ce"siｓ（MATSUMURA）ニツコウトガリ（

川口市行衛記載済み

2146／VeQpﾉocaarctZpe""iｓ（BUTLER）マユミトガリバ

浦和市大崎1989.3.12.2exs・

GEOMETRlDAEシャクガ科

2156肋urois〃etc力erjINOUEウスバフユシヤク

－２２３６－
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1996年１２月

浦和市大崎1989.3.12.13

2175Aga幼ｉａｃａ刀ss血aBUTLERチズモンアオシヤク

川口市行衛１９８８．８．１３．１早１９８９．５．１３．１３

２１８５Ce”etradieC伽a""ZGRAESERカギシロスジエダシャク

川口市行衛1986.5.13.13

22457X"a"乱ragrIseataPETERSENベニスジヒメシヤク

川口市行衛1988.5.14.1早

22467X"a"draco"ptarjaWALKERコベニスジヒメシヤク

川口市行衛１９８８．９．１０．１早

2358EsaArjQptｅｚγｘＩ'oJjta"ｓ（BUTLER）ウスベニスジナミシヤク

浦和市大崎1989.3.12.4exs、

2426〃ioteep〃Ｚａａ"e〃ａ（BUTLER）モンキナミシヤク

浦和市大崎1989.3.12．lex、

2445助otoscotosiaatrostigata（BREMER）ネグロウスベニナミシヤク

川口市行衛1989.5.13．lex、

2481〃sstro"ａｃｉｔｒａｔａ（LINNAEUS）ツマキナカジロナミシヤク

川口市行衛1989.5.13．lex、

2662／Vi"odes”ta"abeZINOUEウチムラサキヒメエダシヤク

川口市行衛１９８９．５．１３．１ex、

26885)'刀egZaest力erBUTLERクロハグルマエダシヤク

川口市行衛１９８８．５．２１．１早１９８９．５．１３．１３

２７８３』scotisseIe"aｒｉａ（DENIS＆SCHIFFERMULLRE）ヨモギエダシヤク

川口市行衛１９８９．５．１３．１３

２８４８冊Z”a"Ｚａ〃ito6ej（NITOBE）ニトベエダシヤク

浦和市大崎記載済み

2849Pac〃〃giadoJosaBUTLERアトジロエダシヤク

浦和市大崎１９８９．３．１２．４exs、

2857BizjaaalrariaWALKERツマトビキエダシヤク

川口市行衛1988.6.11.13

2870ＣﾙariaspﾉatesfbmFosaria（EVERSMANN）ギンスジエダシヤク

川口 市 行 衛 記 載 済み

2877／Vbt力”ｉｚａｆｍ刀osa（BUTLER）マエキトビエダシヤク

川口市行衛1988.5.14.1早

2885〃o"tQperaa五.ａ（BUTLER）エグリズマエダシヤク

川口市行衛１９８８．４．１６．１３

２９３１ozﾉraptezﾉﾉｘ〃zyeaBUTLERウスキツバメエダシヤク
川口市行衛１９８８．１０．８．２３

URANllDAEツパメガ科

29374cropte〃ｓＺｐ虹atａ（GUENEE）ギンツバメ

川口市行衛記載済み

LASl0CAMPlDAEカレハガ科

2975〃e"dro〃"USSPecta6j〃Ｓ（BUTLER）マツカレハ

川口市行衛１９８８．９．１０．１早

2970肋、ﾉdoriaaI6o"acuZata（BUTLER）タケカレハ

川口市行衛１９８８．９．１０．１早1988.10.15.13

2981他Iacoso"ａ〃eustria（LINNAEUS）オビカレハ

川口市行衛１９８８．９．１０．１早1989.6.12.1ケl

EUPTEROTlDAEオビガ科

2982』p力aae9UaIis（FELDER）オビガ

川口市行衛１９８８．６．９．１３

－２２３７－
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寄せ蛾記（第８１号）

BOMBYCIDAEカイコガ科

2984βo"bJﾉｘ〃a"darj"ａ（MOORE）クワコ

川口市行衛１９８８．８．１３．１３１早

SATURNIDAEヤママユガ科

2996曲ⅡguIa6oisduu'a〃Ｉ（EVERSMANN）ヒメヤママユ

川口市行衛１９８８．１１．６．１早

SPHlNGlDAEスズメガ科

3009〃ZoZcusca〃ｇｉ"eusBUTLERクロスズメ

川口市行衛１９８８．６．４．１３

３０１８αa"ｉｓ６〃meatａ（WALKER）トビイロスズメ

川口市行衛１９８８．９．１０．１早

3020舵r”bagascﾉMrew'jtscカガ（BREMER＆GREY）モモスズメ

浦和市南部領辻１９８９．６．２３．１早

3057〃eZJep〃IaeZpe"oｒ（LINNAEUS）ベニスズメ

浦和市下山口新田１９９０．６．７．１３川口市行衛１９８８．６．１１．１３
３０６５乃eretrajapomca（Boisduval）コスズメ

浦和市下山口新田1９９０．６．１０．１３川口市行衛１９８９．６．１２．l3
NOTODONTlDAEシヤチホコガ科

3074Stauropusfagi（LINNAEUS）シヤチホコガ

浦和市下山口新田１９９６．６．２．幼虫採集同７．５．１３羽化
3082Qua〃jcaJcarifもｒａｃＪ'a"eａ（LEECH）オオアオシヤチホコ

浦和市大崎１９８９．３．１２．１３

３１１３助aIera〃ayesce"ｓ（BREMER＆GREY）モンクロシヤチホコ

川口市木曽呂金崎１９９０．８．１０．１３

３１２６肋btaIacristata（BUTLER)，comb・rev・セダカシヤチホコ

浦和市下山口新田１９９６．７．６．１早

LYMANTRllDAEドクガ科

３１９８aft"7aIocUpIesWALKERマメドクガ

川口市行衛１９８８．９．１０．２３

３２０３Qrlgyia幼ye〃血aBUTLERヒメシロモンドクガ

川口市行衛１９８８．６．１１．１早７．９．l3

3205Lae〃acoej7osa（HUBNER）スゲドクガ

川口市行衛１９８８．７．９．１３

３２１８Ｌ”a"tｒｉａｄｉｓｐａｒ（LINNAEUS）マイマイガ

川口市行衛１９８８．６．９．l3

3232EuproctjspuIyerea（LEECH）ゴマフリドクガ

川口市行衛１９８８．５．２１．１早

ARCTllDAEヒトリガ科

3298版〃oc力ristap"ＩＣ力eraBUTLERゴマダラベニコケガ

川口市行衛１９８８．７．９．１早１９８８．９．１０．１３

３３００s画g〃atQp力Qra〃aya（BREMER＆GREY）ゴマダラキコケガ

川口市行衛１９８８．６．９．１ex・’988.9.10.1早

33096ﾘﾜJosQz7aseriatQp”ctataMOTSCHULSKYスジモンヒトリ

川口市行衛１９８８．５．２１．１３１９８８．９．１０．１早川口市東内野1990
33135PjIoso"ａｓ"6came”WALKERオビヒトリ

川口市行衛１９８８．５．１４．１３１９８８．８．１３．１３

３３２２SPiIoso"aIubricZpeda（LINNAEUS）キハラゴマダラヒトリ

川口市行衛１９８８．７．９．１早

3323SPiIoso"ａ〃”e”（MENETRIES）シロヒトリ

川口市行衛1988.9.10.1早

1９９０．５．５．

－２２３８－
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1996年１２月

CTENUCHlDAEカノコガ科

3394伽atafbrmﾉ7eｉ（ORZA）カノコガ

川口市行衛１９８８．８．２１．１３

NOCTUlDAEヤガ科

3401肋acroﾉ7ictaCa〃餌"eａ（BUTLER）コウスベリケンモン

川口市行衛１９８８．６．１１．１３２早

3442リ/r"j"ｉａｒｕ"iｃｉｓ（LINNAEUS）ナシケンモン

川口市行衛１９８８．６．１１．１３１９８８．７．９．１早９．１０．１３

３４７２Steﾉ7oJobama"Jeyi（LEECH）ウンモンキノコヨトウ

川口市行衛記載済み

34990c〃QpJeurapﾉecta（LINNAEUS）マエジロヤガ

川口市行衛１９８８．５．１４．２c71

3504ノツe”o"assacecZZiaBUTLERクロクモヤガ

川口市行衛1988.10.15.1早

3520〃iarsjadeoarca（BUTLER）コウスチヤヤガ

川口市行衛1988.10.15.23

3522〃Zarsjaca"esce"ｓ（BUTLER）オオバコヤガ

川口市行衛1988.5.14．ｌ３

３５３５Ｘｅｓｔｉａｃ－"zgru〃（LINNAEUS）シロモンヤガ

川口市行衛１９８８．８．１３．１３

３５４４／Vaeﾉ7ｉａｃｏ"ta皿"atａ（WALKER）クロギシギシヤガ

川口市行衛１９８８．５．１４．１３

３６０１０r幼ｏｓｉａ〃u"dａ（DENIS＆SCHIFFERMULLER）スモモキリガ

浦和市大崎１９８９．３．１２．１早

3610〃tﾙｉ""ａｔＵｒｃａ（LINNAEUS）フタオビキヨトウ

川口市行衛１９８８．９．１０．１３

３６１９〃etZapﾉacjda（BUTLER）クロシタキヨトウ

川口市行衛１９８８．９．１０．２３

３６４０Leuca"ｚａｚ"secutaWALKERノヒラキヨトウ

川口市行衛１９８８．５．１４．２３

３６７７，K）'Je"ａｆｂｒ"osa（BUTLER）キバラモクメキリガ

浦和市大崎1989.11.23.13

3694Eupsi〃a9uadri〃"eａ（LEECH）ヨスジキリガ

浦和市大崎記載済み

3706Ｃｂ"istragrzsesce"sDRAUDTミヤマオビキリガ

浦和市大崎1989.5.12.1早

3707Ｃｂ"ｉｓt”ガetc力erズＳＵＧＩテンスジキリガ

浦和市大崎1989.11.23.1早１９９０．１２．２．３３１早

3708Ｃｂ"Zstrazﾉ"I"acuJaSUGIホシオビキリガ

浦和市大崎１９８９．１１．２６．５exs・’９９０．１２．２．３exs、

3717姥Iortaac”ｉ"atａ（BUTLER）ウスキトガリキリガ

川口市行衛１９８８．１１．６．１３浦和市大崎1989.11.26．lc71

371971eIortadiu'ez窓e"ｓ（BUTLER）ノコメトガリキリガ

浦和市大崎1989.11.26.2部1990.12.2.1早

377lx｝'Z”oiaんsejSUGIイチモンジヒメヨトウ

南部領辻１９８９．５．４．１早

3785jrc力a"araresoZutaHAMPSONハガタウスキヨトウ

川口市行衛１９８８．７．９．１早

3809EupZariaJ"cZpara（LINNAEUS）アカガネヨトウ

川口市行衛1988.5.14．ｌｃ７１

－２２３９－
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３８２４〃ptezﾌﾉgiaca〃gi"osa（WALKER）クロモクメヨトウ

浦和市下山口新田１９９１．６．５．２早

３８２８７ｺrac力eaatrip〃ciｓ（LINNAEUS）シロスジアオヨトウ

浦和市下山口新田１９９２．６．２５．１早1９９３．７．１６．１３

３８４４５PodQpteradeprayata（BUTLER）スジキリヨトウ

川口市行衛１９８８．７．９．１早

3859ノイ幼etisste〃atａ（MOORE）．ヒメサビスジヨトウ

川口市行衛１９８８．５．１４．１早1988.10．８．１３１１９８９．５．１３．１３
３８６６伽仙ip”ａ〃o"oj立力aGUENEEオオシマカラスヨトウ

川口市行衛１９８８．７．９．１３浦和市南部領辻１９９２．６．２５．lc71

38684mp力１.pJzra〃〃dａ（DENIS＆SCHIFFERMULLER）カラスヨトウ

川口市行衛’９８８．９．１０．１３１９８８．１１．６．１早

3875art加go"zaseraFELDES＆FELDERノコメセダカヨトウ

浦和市下山口新田1992.6.16.1c７１１９９２．６．２５．１早
3881Coszpiaaガン"iｓ（LINNAEUS）ニレキリガ

川口市行衛１９８８．７．９．１早1988.10.15.23

３９１２／Ｗｐ肋"J'xsegregata（BUTLER)，comb．、．チヤオビヨトウ

川口市行衛１９８８．６．１１．１３１早

3930肋カズ"ａ６ｉｇｔｍﾉａ（MOTSCHULSKY)Ｎフタテンヒメヨトウ

川口市行衛１９８８．５．２１．１早

39515)Ｄ〃agi企rasigi〃atａ（MENETRIES）マルモンシロガ

浦和市南部領辻1994.9.18．lex、

4015Cbr9ga幼ａ〃江e"ｓ（BUTLER)シマフコヤガ

川口市行衛1988.6.11.2exs，

4074Ｌ立加codiadis〃"gzﾉe"dａ（STAUDINGER）シロマダラコヤガ

川口市行衛１９８９．５．１３．１早

４１０４／Vara"ｇａａｅ"esce"ｓＭＯＯＲＥフタオビコヤガ

川口市行衛１９８８．９．１０．１ex、

4134凸Ｗ〃opIusiaru〃〃かoﾉ7ｓ（WALKER）ギンスジキンウワバ

川口市行衛１９８８．１０．１５．１早

4170肋adeI'idiapePoﾉ7ｉｓ（FABRICIUS）ウリキンウワバ

川口市行衛１９８８．１０．１５．１早

4165助rｿ'sodeなiserIosom7a（DOUBLEDAY）イチジクキンウワバ

川口市行衛１９８８．８．１３．１３浦和市南部領辻１９９４．９．１８．１３
４１８１CatocaIaんI血"eａ（SCOPOLI）ワモンキシタバ

浦和市南部領辻１９８８．７．６．１c71

4188曲tocaZaactaeaFELDER＆ROGENHOFERコシロシタバ

川口市木曽呂金崎１９９０．８．１８．１c７１

４１９７曲tocajapataIaFELDER＆ROGENHOFERキシタバ

川口市木曽呂金崎１９９０．６．２２．１早

4215Para〃eIiaarctotae"iaGUENEEホソオビアシブトクチバ

川口市行衛１９８８．９．１０．１３

４２２２〃bcjSu"data（FABRICIUS）オオウンモンクチバ

川口市行衛１９８８．９．１０．１３

４２２４〃bcisa"ｃｉ〃ａ（WARREN）ニセウンモンクチバ

川口市行衛1988.5.14.13

4239LagopteraJ”ｏ（DALMAN）ムクゲコノハ

浦和市下山口新田１９８９．８．２９．１早

４２４１〃crecoer"Zea（GUENEE）フクラスズメ

浦和市南部領辻1９８９．８．２９．１３

－２２４０－
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1996年１２月

4249PerＩ"ae"jaacciPiter（FELDER＆ROGENHOFER）モクメクチバ

川口市行衛1989.5.12.1早

42760raesiaexcayata（BUTLER）アカエグリバ

川口市行衛１９８８８．１３．１ヴ1

4278円uSidOﾉ7taCaSta（BUTLER）マダラエグリバ

川口市行衛１９８９．５．１３．２exs、

4292Erygiaapica〃sGUENEEアカテンクチバ

川口市行衛１９８８．５．１４．１３

４２９５SXP"ojdesPZcta（BUTLER）シラフクチバ

浦和市大崎１９９６．７．６．１早

4310』ediaIeuco"eｊａｓ（LINNAEUS）ナカジロシタバ

川口市行衛’９８８．９．１０．１３１１９８８．１０．８．１.'1

4331Ａ〃trura〃uscuIus（MENETRIES）ソトジロツマキリアツバ

川口市行衛1988.6.11．ｌｅｘ１９８８．９．１０．２exs、

4396CoZoboc〃Ｉａｓａ〃Ｃａ〃ｓ（DENIS＆SCHIFFERMULLER）キンスジアツバ

川口市行衛１９８８．５．２１．１早

4454ノツ【ZPe"atrZgoﾉ7aＺｉＳ（GUENEE)，comb.ｎ．タイワンキシタアツバ

浦和市南部領辻1994.9.18．lex、

4486βo"CICC舵〃〃ａ（BUTLER）シラクモアツバ

川口市行衛1989.5.13.1早

4499〃drZIZodesrepug刀ajis（WALKER）ソトウスグロアツバ

川口市行衛1989.5.13.13

4532sZ”〃ｃｉａ〃Zpﾉｳo"ａ（BUTLER）オオアカマエアツバ

１９８８．５．２１．１ｅｘ．１９８９．５．１３．ｌｅｘ、

4545Ｚａ"cIog刀ａ的ａｏｂ〃9uaSTAUDINGER，comb，rev・ハスオビアツバ

川 口市行衛記載済み

4547Ｚａ"cIOg77a幼atarsJPe""a〃Ｓ（TREITSCHKE）ヒメコブヒゲアツバ

川口市行衛1989.5.13．lex、

4562ルノezzﾜ"iatarsicri"a〃ｓ（KNOCH）トビスジアツバ

川口市行衛１９８８．５．１４．１c71

4563HZpoepaかactajis（GUENEE)，comb・rev・オオシラナミアツバ

浦和市南部領辻１９９４．９．１８．１ex．

寄せ蛾記（８１号）

(ついひじひでお〒333川口市前川4-13-2）

－２２４１－



寄せ蛾記（第８１号） 1996年12月

サカハチチョウの記録を含む狭山湖周辺の観察（続）

星野正博

●●●●●●●●●

表記タイトル「サカハチチョウの記録を含む狭山湖周辺の観察」で本誌第80号（1996年８月１日発

行）に掲載した内容について、追記が必要となったので、（続）として報告する。

追記

その後、サカハチチョウの文献記録を発見した。再訪もしたので追記する。

埼玉県昆虫誌のため分布記録をデジタルデータ化（早い話がパソコンへの入力地獄：何と埼玉の蝶

文献は1000件を遥かに越える）のさなか、次のようなサカハチチョウの記録を見いだしたことにより、

初記録ではなかったことになる。

l）会田稔・田中之夫・大野直一(1977）宮寺地区南部及び狭山丘陵北西部の蝶羽化（６）：60-65

採集データはないが「５年くらい前にはたまに見られたが、現在では採集は不可能と思われる」
と記述されている。

2）横田光邦(1991）狭山湖の注目すべき３種の昆虫おとしぶみ（11）：５６

サカハチチョウ１３１９９０．０７．１４所沢市三ケ島狭山湖

採集地点は、記述を読むと私の場合とほぼ同一地点のようである。

1996年７月１５日に再訪し、所沢市堀之内から入り、狭山湖西端の入間市宮寺字柳淫（近頃フェンス

に詳細な地番表示がされた）、フェンスに沿って所沢市勝楽寺、瑞穂町石畑を歩いた。当日も20種ほ

どの蝶を目撃したが、その中にサカハチチョウの姿はなかった。

(ほしのまさひろ〒338与野市下落合５－１４－３

l）

埼玉県内の甲虫の記録

柴田直之

●

筆者が把握している埼玉県内の甲虫の採集記録についてまとめてみた。

ホソツヤルリクワガタ１３１９９５年１０月１４日大滝村中津川林道、標高１１００ｍ付近

ツヤハダクワガタ５幼虫1995年10月７日大滝村中津川林道、標高1100ｍ付近

コロハナムグリ１ｅｘ・ ’996年６月３日入間市阿須柴田直之leg．

柴田直之leg・

柴田直之leg．

1996年６月２０日大滝村中津川林道、標高1050ｍ地点（灯火）柴田直之leg・

ヨツボシヒラテシデムシ１ｅｘ・ ヒメオビオオキノコムシ１ｅｘ・

オオモンキゴミムシダマシ１ｅｘ・ ヒメツチハンミョウ１早

なお、ヒメツチハンミョウについては、灯火採集中、午後９時頃、地面を歩いていたのを採集した

ものである。灯火に誘われた訳ではないと思うが、夜間の活動例ということで、併せて報告する。

(しぱたなおゆき〒350-1ｌ川越市藤倉390-8-101）

－２２４２－



1996年12月 寄せ蛾記（８１号）

●

双六岳登山記（１９９６年）

小野寺博昭

〔第１日〕７月２９日（月）晴れ、夕刻一時雨

午前０時30分に我が家を出て、川口市まで築比地秀夫氏を迎えに行く。既に準備を整えて待って

いた築比地氏と１時35分に，２年連続の北アルプス双六岳に向けて出発。昨年は８月１日から３日

の日程で双六岳に登ったが、悪天候に見舞われて、奇跡的にタカネヒカゲlc71を観察するにとどま

った。そこで、どうしてもタカネヒカゲが実際に朔ぶ姿を見たいのと何とか写真を撮りたいという

ことで、築比地氏に無理を言い、又々の双六岳行きとなったのだ。

午前２時30分に八王子1°Ｃ・から中央道に入り、２０分後に談合坂S､Ａ・に着き、小休止。昨年仮眠し

た八ケ岳P.Ａ､を通過して４時１５分に諏訪湖S､Ａ・に到着。今回はここで仮眠をとることにした。

午前７時に目覚めて行動開始。２０分後に松本I.Ｃ・を出て野麦街道に入り、上高地とは反対側の安

房峠を越え、新平湯温泉，栃尾温泉等を経て、奥飛騨温泉郷・新穂高温泉には午前９時10分に着い

た。ここの標高は１１００両ほどだ。

９時20分にいよいよ登山開始。昨年より４０分ほど早いスタートである。途中に風穴があり、岩の

問から冷気が吹き出して来て、クーラーとは異なって，この自然の冷気はとても気持ちが良い。

ワサビ平小屋には午前10時40分に到着。ここの標高は1480両だからまだ380海しか稼いでいない。

２５分ほど休憩の後、再び登り始め、登山口から少し行った昨年オオイチモンジを撮影した左俣谷の

河原を通過しようとすると、大きい石に背筋をシヤキッと伸ばした姿勢でどっかり腰を下ろしてい

る人物に目が行った。先方もこちらを見ている。何と奈良県の森井久夫氏ではないか！オオゴマ

シジミを狙って10年前の1986年８月３日に奥鬼怒へ出掛けた折りに手白沢温泉で相部屋となり、意

気投合し（この日，森井氏は当時この地では数少なかったオオゴマシジミを見事採集されていたが、

自分は採れなかった。その時見せて戴いた三角紙に入ったオオゴマシジミが自分の初めて見たオオ

ゴマシジミである)、翌々年の1988年３月２６日、関西出張の時に大阪でお会いし、歓待して戴いた。

その後文通は続いていたが、森井氏ご本人とお会いするのは、その時以来だから、実に８年振り

である。久闇を叙して慌ただしく別れを告げ、汗をかきながら再び黙々と歩を進める。

１２時１０分に秩父沢の出合に到着。雪渓を渡って来る涼風が何とも心地良い°正に天然クーラーで

ある。ここで大休止をとることにして昼食と相成る。食後に築比地氏が湯を沸かし、紅茶を水筒に

詰めて註る沢の水に浸す。この冷たい水に10分足らずの間、浸しておいただけで、忽ちアイス・テ

ィーが出来上がった。

１時間05分の休憩の後、この標高1700海余の場所を後にする。目的地の双六岳まではまだ１０００海

以上登らなければならない。途中で水が欲しくなったが、秩父沢でほんの少し給水しただけなので

自分の水筒には既に水がない。築比地氏が雪渓の下の手が痩れるような小さい流れを掘り、小石と

砂を掻き集めて天然の漁過装置を作り、水を確保してくれた。

ここに至る途中の蝶相は極めて貧弱で、ヤマキマダラヒカゲ，クロヒカゲを散見する程度。

シシウドが原を越えて、今日宿泊する標高2300海の鏡平小屋には15時25分に着いた。１泊２食付き

で¥7,800である。その直後に雨が強く降り出したので、実にタイミング良く到着したものだ。最初

のうちは前になり後になりしていた親子４人連れはおそらく，ぐっしょり雨に濡れてしまったこと

だろう。

「お部屋に案内します。」と山小屋のおじさんは言うが、蚕棚で三つの布団に４人が寝る実態を

知っているので、「お部屋」と聞いて何やらおかしかった。今日は，昨年はまだ建設途中で１階し

か使えなかった新しい小屋の３階（？，梯子で登る蚕棚の３段目で、真シ直ぐ立つと勿論頭をぶつ

ける）である。
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17時半頃から夕食をとると、文明と隔絶された山小屋のこと、後は眠るだけである。

〔第２日〕７月３０日（火）晴れ後曇り、夕刻から雨

朝食を済ませた後、朝６時１０分に鏡平を出発。双六岳まであと一息である。

午前８時25分に標高2500海余の双六小屋に辿り着いた。その直後に築比地氏がタカネヒカゲを見つ

け、写真撮影をしている。自分はロープが張られている中まで入って写真を撮影し、１早を観察。

たっぷり卵を持っていそうな個体だった。

次いでいよいよ双六岳を目指し、タカネヒカゲの生息地であるガレた岩場を目指す。途中でカミ

キリを見付けたので、小堀文彦氏へのお土産にと思い、フィルム・ケースに入れる。昨年，築比地

氏に言わせれば「神の思し召し」とのタカネヒカゲ１３を悪天候の中で観察した目的地には午前９

時30分に着いた。

天気は上々･目的のタカネヒカゲは10頭ほど目撃出来た。この蝶は低く、そしてかなり長い距離

を朔ぶことが分かった。タカネヒカゲが降りたったと見られる場所まで行くが、ガレ場と同調して

実に見づらく、そばへ行くと、朔ばれてしまう。ただいずれも余り鮮度の良い個体ではない。今夏

は昨年より発生が早かったのかも知れない。

築比地氏がミヤマダイコンソウで吸蜜しているタカネヒカゲをカメラに収めていたが、その個体

は新鮮だということで、自分を呼んでくれたのだが、他の個体がちょっかいを出しに来たため、あ

っと言う間に２頭もつれて潮んで行ってしまった。

１０頭内外の個体が目撃出来、安心しきっていたのだが、なにやら雲行きが’怪しくなり出し、いつ

の間にか太陽が隠れ、気温が低下して来た。すると今まで朔んでいたタカネヒカゲもぱたっと姿を

消してしまった。結局ここでは自分は１c71を観察したのみ…。何やら狐につままれたような気分で

ある。そのうちに築比地氏がハイマツにしがみ付いていた，破損したタカネヒカゲを見つけたので、

この個体を撮影。よくぞ見つけたものである。暫くは自分もハイマツやガレ場を探してみたが、と

うとうタカネヒカゲを見つけることは出来なかった。谷底からどんどん雲が上がって来て、天候は

悪化するばかり…。そろそろ諦めかけた12時30分に、ふわっと弱々しく朔ぶ蝶が目に入った。スワ

ッと駆け付けると、ヒメキマダラヒカゲだった。随分高い所まで進出しているものだと感心する。

心倣しか平地の個体より一回り小さいように見える。

それでも更に暫く頑張ってみたが、天候が回復する気配はさらさらなく、期待も持てなかったの

で、１３時に下山開始。４０分後に双六小屋に着いた。缶ビールを飲んでいると、破損したタカネヒカ

ゲがふらふらと朔んで、他の登山客の服に止まった。こんな所でこんな姿を見ると、なんだかガッ

カリしてしまう。双六小屋周辺で２頭もタカネヒカゲを目撃したので、築比地氏と考えてみた。

双六小屋の東側に槍ガ岳方面に向かうルートがあるが、その西側斜面上方がガしており、そこで少

ないながらタカネヒカゲが発生しているのではあるまいかということに落ち着いた。

明日午前中にもう一度挑戦する線も考えないではなかったが「タカネヒカゲが朔ぷ姿を見たい」

という願望と「タカネヒカゲを写真に撮りたい」という希望が，やや消化不良の感が否めない点は

残るものの，一応満たされたことでもあり、当初の双六小屋泊りの予定を変更し、下山することに

した。

１４時に下山を開始。途中2600海付近のお花畑でベニヒカゲ１３とクモマベニヒカゲ１３を観察。

なぜかベニヒカゲよりクモマベニヒカゲの方が新鮮だった。そうこうするうちにもうじき鏡平小屋

という所でぽつぽつ雨が降り出した。一応雨具とリュック．カバーをリュックから取り出し、本

格的に降って来た場合に備える。大した降りにならないうちに鏡平小屋に辿り着いた。双六小屋

を出てからちょうど２時間後の16時ジャストだった。その直後から激しい雨になり、すぐ近くにド

カンと山地独特の雷が落ちたことからすると、又もや際どいところでセーフといった感じである。

世の中、士・日を挟んで金・士・日・月と混むようで、今日は昨日より大分すいており、一つの

布団に一人ずつ寝られた。夕食後，他にすることのない布団の中で考えてみたのだが、天気が悪い

時は話にならないものの，天気が良い場合でも午前中の一時期まで晴れ、太陽が高く昇るに従って

下界の水蒸気がどんどん上がって来て雲になり、曇ってしまって、やがて15時か16時頃から雨にな

るというパターンのように思われた。従って、タカネヒカゲの生息地には午前６時頃に着いて待つ

のが正解ではないかと思った。

下界では考えられないような18時頃には眠りにつく。

－２２４４－
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＜今日の採集種＞

（１）岐阜県吉城郡上宝村双六岳

・タカネヒカケ１３１早（観察）

・ヒメキマダラヒカゲ１３（観察）

（２）岐阜県吉城郡上宝村双六小屋・弓折岳鞍部間

・ ベ ニ ヒカケ１３（観察）

・クモマベニヒカゲ１３（観察）

寄せ蛾記（８１号）

〔第３日〕７月３１日（水）晴れ後曇り

朝食後、外で築比地氏が湯を沸かし、コーヒーを喫してから朝６時40分に鏡平小屋を出発。この
小屋に泊まった登山客としては最後から２番目のゆっくりスタートだ。折角シンドイ思いをしてこ

の高さまで登って来たので、この爽やかな山の涼気を捨てて下界に降りて行くのが残念だ。途中
でホシガラスとイワヒバリを見ることが出来た。ホシガラスは普通のハシブトガラス等と較べると

二回りくらい小さい感じである。イワヒバリはヒバリやスズメよりずっと大きく、むっちりして見

える。人間にあまり警戒心を持っていないのか随分近くまで近寄って来る。

道すがら築比地氏が写真を撮りながら下ったので、１時間30分後の８時10分に秩父沢に着いた。

本当にここは涼風が吹き抜けて、蘇生する思いである。昨日で味をしめ、今日も築比地氏が湯を沸

かし、沢の手の切れるような冷たい水で水筒に入れた紅茶を冷やし、アイス・ティー（正確には

「クール・ティー」？）で喉を潤す。３０分の休憩を終えて再び下り始めてすぐに縁毛ビカビカ，ド
完品のヒメシジミを見つけた。すかさず築比地氏が数カット、シャッターを切る。秩父沢を出て４０

分後の９時20分には登山口に着いた。ここの標高は1480海だから、昨日から1400両近く下って来

たことになる。

更に25分ほど下って午前９時45分にワサビ平に至った。ここでは発生初期と思われる新鮮なコヒ

オドシが数頭行ったり来たりしており、築比地氏が盛んにシャッター・チャンスを狙うが、この蝶

は、あと２海くらいに近づくと敏感に気配を察知するらしく、サッと飛び立ってしまう。何度かイ

タチごっこを繰り返し、水を撒いたりもしていたが、とうとう築比地氏も写真を撮ることを諦めた。

ホット・コーヒーを喫して再び歩きだし、暫く行ったところのシシウドでは数頭のヒメシジミが

吸蜜していたが、こちらは秩父沢とは異なって随分鮮度が落ちる。小堀文彦氏へのお土産用にハナ

カミキリを数種採集する。それから少し先に行くと、道路側に大型のシジミチョウが一瞬姿を見せ、

すぐにＵターンして木立ちの奥に消えた。期び方からしてオオゴマシジミに相違あるまいと思い、

築比地氏に断って、ここで少し粘ってみることにした。まともなネットは新穂高温泉にある村営駐

車場に置いて来た車の中で、「お散歩ネット」しか携行していない。足場は悪く、ネットは極端に

短いので、よほど手元まで朔んで来てくれない限り、採集は難しい。向こうの方からあの独特な潮

び方でオオゴマシジミが近づいて来るのが見えた。「おーい、こっちまで来てくれぇ！」と叫びた

いような気分だったが、その気持ちが通じたのか、吸い寄せられるようにそのオオゴマシジミは自

分の方にやって来る。まるで蝶道を朔ぶような感じで、近づいて来る。もう少しだ。来た！それ

っ！お散歩ネットには新鮮なオオゴマシジミが収まっていた。

次いで５分後の１０時55分には２頭目のオオゴマシジミが採れた。３頭目の個体は危険を感知した

のか２海くらい手前まで来て、向きを変えた。４頭目の個体は途中までやって来るのが見えたが、

目を凝らしてじっと注視していたにも拘らず，右にも左にも、そして上にも出て来ない。ひょっと

すると姿を消した辺りにこちらからは見えない花があって吸蜜でもしているか静止しているかだろ

うと想像し、見通しの良い斜面から下の草丈の高い草地に下りて、草を掻き分けて見失った辺りに

近づいて行った。すると予期した通り、そこにはクガイソウが１本あって、オオゴマシジミが吸蜜

していた。そっと近づき、お散歩ネットで11時10分にこの日３頭目のオオゴマシジミをネットに入

れることが出来た。又、元の位置に戻ると、この日５頭目の目撃個体が近づいて来たがネットの届

かない所から上の道の方に期び去ってしまった。

この辺が切り上げ時だと思い、道路に上がって行き、築比地氏に「このお散歩ネットで３頭採れ

たよ。」と言うと、「おお採れたの！」と言って喜んでくれた。築比地氏は「さっきオオゴマシジ

ミが朔んで来て、あと30秒静止してくれれば写真が撮れたのに…。」と残念がっていたが、どうや

－２２４５－
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ら先刻の５頭目の目撃個体だったらしい。

北海道で育った自分には懐かしいエゾハルゼミの鳴き声の中を再び下り始め、１２時20分に新穂高

温泉に辿り着いた。

＜今日の採集種＞

（１）岐阜県吉城郡上宝村秩父沢

・ヒメシジミ１３（観察）

（２）岐阜県吉城郡上宝村ワサビ平

・オオゴマシジミ３３３

登山靴から普通の靴に履き替え、１２時35分に新穂高温泉をスタート、元の道を辿る。国道158号線

を安房峠・安曇村と東進し、途中，波田町の以前美味しい桃を買ったことがある果物屋さんに立ち

寄り、桃を求めようとしたが、ここおばさんの話では「今は端境期で桃はダメだ。」とのことで、

桃はあるにはあるが甘くないそうだ。更に詳しく聞くと、桃の木は６年目の木で、まだ成長途上に

あり、木に養分を取られるため、桃の実全体には養分が行き渡らず、上の枝になる実しか甘くなら

ず、今ある桃は下の枝になったもので、もいではみたものの甘くないとのこと。試食してみたが、

やはり甘みが足りない。諺では「桃栗３年、柿８年」と言うが、商品としての桃が得られるまで

にはもっとたっぷり年月を要するらしい。代わりに立派な西瓜を買い、桃は９月上旬に美味しい桃

を送ってもらうことにした。

１５時に松本1°Ｃ･から中央道に入り、２２分後に諏訪湖S､Ａ・に駐車し、このサービス・エリア内の温

泉に浸り、３日分の汗を洗い流す。温泉の湯で脚の筋肉がジンジンし、気持ちが良い。１時間後に

再び車を発進。約２時間後に八王子I.Ｃ､に着き、中央道を降りて国道16号線に入り、桶川市の我が
家には20時１０分に帰り着いた。

帰宅後は例によって築比地氏とビールを飲み、夕食を食べながら話し込み、午前１時半頃に桶川

を出て、築比地氏を川口市の自宅まで車で送り、今年の「這い松の仙人『タカネヒカゲ』」観察行
は終わった。

以上

(おのでらひろあき〒363桶川市泉2-19-50～4-119）

セスジツユムシ早の鳴き声を確認
柴田直之

●●

筆者は、セスジツユムシの早が鳴いているのを目撃、採集しているが、実際の観察例としては多く
ないと思われるので報告する．

埼玉県所沢市三ヶ島：1996年11月９日１竿（採集）

当日、ササキリが鳴いているのを手づかみで採集しようとしたところ、逃げられてしまい、直後に

同様の鳴き声を確認したので、ササキリだろうと思って声の主を捜すと、セスジツユムシ早であった．

なお、筆者は、直通目に興味を持ち始めたばかりで、鳴き声より、取りたいという欲の方が強い段

階であるため、鳴き方のパターンは、はっきり覚えていない．少なくとも、声の質は、素人としては、

ササキリと似て高温であり大きな声ではなかった．また付近に、３の鳴き声は確認できなかったこと

を付記しておく

(しばたなおゆき〒350-1ｌ川越市藤倉390-8-101）

－２２４６－
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秩父のカミキソムシ

石蔵拓

●

1994年から本格的に秩父産のカミキリムシを採集しております。これまで本誌へ107種を報告しておりま

すが,1996年までに新たに採集確認した24種を加えた,計131種についてまとめてみました。

1996年のTOPICS：

１．フタコブルリハナカミキリ，オオアオカミキリ，オニホソコバネカミキリの採集

２．ヨコヤマトラカミキリとアオカミキリを再び採集

３．キベリカタピロハナカミキリ多数発生

凡例

１．学名及び種の配列は「日本産カミキリムシ検索図説」（1992年）

大林延夫,佐藤正孝,小島圭三編／東海大学出版会に従いました。

２．族,属名は所々記述を省略。

3．筆者採集記録の引用及びその略記号

’９３年：筆者既発表の本誌（70）-1601-1602より略記号“（Ａ）”を付しました。

’94年：筆者既発表の本誌（75）-1850-1852より“（Ｂ）’’

’９５年：筆者既発表の本誌（77）-1994-1998より“（Ｃ）’’

4．筆者の目撃記録については,略記号“ＦＬ，，を付しました。

5．採集者の記述ないものは全て筆者による採集。

6．採集地の中津川林道とは秩父郡大滝村中津川林道の略。

7．西山明（会員番号239）氏の同定及び確認には略記号“ＡＮ”を付しました。

毎年,西山氏には同定及び貴重な助言をいただき,厚くお礼を申し上げます。

ホソカミキリムシ科FamilyDisteniidaeLacordaire，1869

1.ﾎｿｶﾐｷﾘﾘiSte"ｉａｇｒａｃｉ〃ｓｇｒａｃｉ〃Ｓ（Blessig,1872）

中津川林道21.Ⅶ1996,ｌｅｘ.,ＦＬ,雨の日伐採木の裏に,しがみついていた。LightTrapによく来る。

；両神村大胡桃Ⅶ､1994(B）；大滝村塩沢Ⅶ､1995(C）

カミキリムシ科CerambycidaeLatreille,1804

2.ｳｽｶﾐｷﾘ此gQPZS図egosom7aノＳｍＺＣａｓｉ"iCａ（White,1853）

大滝村字中津川８．Ⅶ､１９９６，１ｅｘ.，ＦＬ,街灯；中津川林道,Ⅷ1995(C）

3.ﾉｺギﾘｶﾐｷﾘﾙjo"ｕｓｉ"suIar弓ｉｓ功sUIarゴsMotschuluky,１８５７

中津川林道21.Ⅶ.１９９６，１ｅｘ.，ＦＬ,車道に来ていて,危うくひき殺す所だった。例年見られるがそ

の頻度は少ない。；中津川林道Ⅷ､1995(C）LightTrap

4､ｺﾈｶﾐｷﾘRsePﾉｹactusr｡e"igerHarold

大滝村字中津川21.Ⅶ１９９６，１ｅｘ.,街灯；中津jll林道Ⅶ､1995(C）

クロカミキリ亜科SubfamilySpondylinaeServille,1832

5.ｸﾛｶﾐｷﾘＳＰＯ"｡)'Jis6Uprestoides（Linnaeus,1758）

1996年確認できず。中津川ではあまり見ない。；中津川林道Ⅶ､1995(C）

6.ﾂｼﾏﾑﾅｸﾎ゙カミキリＣＥｐ力aIa〃ｕｓ”icoIQr（Gahan,1906）

1996年確認できず。；筆者既発表の本誌（77）-1994のｻﾋ゙ ｶﾐｷﾘ採集の記載を本誌にてﾂｼﾏﾑﾅｸﾎ゙ カミキリ

ヘ訂正します。；中津川林道Ⅷ､1995(C）
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7.ｵｵﾏﾉﾚｸﾋ゙ ﾋﾗﾀｶﾐｷﾘ化e"“striam〃（Linnaeus,1758）

中津川林道２．Ⅵ､１９９６，４ｅｘ.，ＦＬ,スギに釘を刺した格好で食いついている。例年普通に見られる。

；大滝村小倉沢Ｖ・’994(B）；中津川林道Ｖ・'995(C）

ハナカミキリ亜科SubfamilyLepturinaeLatreille,１８０４

８.ﾌﾀｺﾌ゙ﾙﾘﾊﾅｶﾐｷﾘSte"ocoruscaeruIeZPeﾉ7"ｉｓ（Bates,1873）

中津川林道28.Ⅶ1996,ｌｅｘ.,.なかなか秩父で採集できずにいた。午前中に花｢ｳﾂｷ゙ 系｣の根当たり

に隠れていた。

９.ﾓﾓｸ゙ﾛﾊﾅｶﾐｷﾘ７bxoti"Uｓｒｅｍｉ（Heyden,1879）

中津川林道２．Ⅵ､1996,ｌｅｘ.,FL,例年見られた。；大滝村小倉沢Ⅵ､1994(B);中津川林道Ｖ､１９９５

（C）

１０.ｷﾍ゙ ﾘｶﾀﾋ゙ ﾛﾊﾅｶﾐｷﾘ〃c〃taere6iaBates,l884

中津川林道27.Ⅶ１９９６，４ｅｘ.，；28.Ⅶ1996,4ｅｘ.，花｢ｳﾂｷ゙ 系｣，1996年は多数発生。上迩が黄

濁色タイプ2ex.’も含む。

11.ｶﾗｶﾈﾊﾅｶﾐｷﾘGaurotes曲ra顔Urote鋤doriSBates,１８８４

中津川林道,11.Ｖ.1996,ｌｅｘ.，ＦＬ,例年花や伐採木で見られる。；中津川林道Ⅵ､1994(B)；Ｖ・’995

（C）

12.ｷﾊ゙ﾈﾆｾﾊﾑｼﾊﾅｶﾐｷﾘＬｅ"uIadecZpje"sBates,１８８４

1996年確認できず。；大滝村小倉沢Ｖ､1994(B）；中津川林道Ｖ､1995(C）

１３.上.ﾂｸﾆｾﾊﾑｼﾊﾅｶﾐｷﾘＬｅ"uIaru方妨or1axPic,１９０１

1996年確認できず。；両神山白井差Ｖ､1994(B）；埼玉県動物誌未記録

14.ﾋﾅﾉﾚﾘﾊﾅｶﾐｷﾘ〃"qptera画ｍＵｔａ（Gebler,1832）

小鹿野町伊豆沢3.Ｖ､1996,ｌｅｘ.，；大滝村中双里Ⅵ､1994(B）

15.ｼﾗﾈﾋﾒﾊﾅｶﾐｷﾘ〃｡ｂﾉ7ｉａ価ｄｏﾉ7iaノo6scUriQro6sc”ｍｒＰｉｃ,１９０１

中津川林道27.Ⅶ.1996,ｌｅｘ.，

16.ｶｸﾑﾈﾋﾒﾊﾅｶﾐｷﾘ〃ｄｏ"ｉａ胸ｄｏﾉ7jaノｏｒｉｅ"ta〃sMatsushita,１９３３

中津川林道27.Ⅶ､１９９６，１ｅｘ.，

１７.ナガハ今ﾋﾒﾊﾅｶﾐキリ〃dOmasjg77ifEra（Bates）

中津川林道27.Ⅶ１９９６，１ｅｘ.，；中津川林道Ⅵ､1994(B）；Ｖ・’995(C）

18.村上ﾒﾊﾅｶﾐｷﾘ〃ｄｏﾉ7iagraIJatrな（Bates）

中津川林道27.Ⅶ､１９９６，１ｅｘ.，；中津川林道Ｖ・’995(C）

19.ﾁﾔｲﾛﾋﾒﾊﾅｶﾐｷﾘ〃ｄｏﾉ7血伽m7oﾉ7ノaegrotaaegrota（Bates,1884）

中津川林道27.Ⅶ､1996,1ｅｘ.，

20.ﾌﾀｵﾋ゙ﾋﾒﾊﾅｶﾐｷﾘ〃do"ｉａ化hIPﾉｳaIoderaノPuZiJOi（Solsky,1873）

中津川では未採集。；両神山白井差Ｖ､1994(B）

21.ｾｽｼ゙ﾋﾒﾊﾅｶﾐｷﾘ〃ｄｏﾉﾌｉa(、ﾌ゙ｲPtQPido"iaノａ"eﾉ7tataa"eﾉ7tatａ（Bates,1884）

1996年確認できず。；中津川林道Ｖ､1995(C）

22.ﾆｾﾖｺﾓﾝﾋﾒﾊﾅｶﾐｷﾘPidoﾉ7iａ（ZrﾌﾉPtqPidbﾉ7iaノｓ血i〃血aOhbayashietHayashi,１９６０

1996年確認できず。；中津川林道Ⅵ､1994(C）；埼玉県動物誌未記録

23.ﾁﾔﾎ゙ﾊﾅｶﾐキリRSeUdaﾉOSte"ａ皿se〃ａ（Bates,1884）

大滝村大山沢林道13.Ⅶ､1996,3ｅｘ.，；中津川林道21.Ⅷ１９９６，３ｅｘ.，ＦＬ

２４､ﾐﾔﾏｸﾛﾊﾅｶﾐｷﾘ肋qPIodero"orp力aexcayata（Bates,1884）

中津川林道６．Ⅶ､1996,ｌｅｘ.，花｢ｳﾂｷ゙ 系」；中津川林道Ⅶ､1994(B）；Ⅵ､1995(C）

25.ｸﾛﾉﾚﾘﾊﾅｶﾐｷﾘ肋"eAroaaZu"e"sｉｓ（MatsushitaetTamanuki,1942）

中津川林道28.Ⅶ１９９６，１ｅｘ.，花｢ｳﾂｷ゙ 系」標高1700m以上

26.ﾉﾚﾘﾊﾅｶﾐキリ肋qpIoder”CIP力ａｃＪ'a"eａ（Gebler,1832）

中津川林道13.Ⅶ､１９９６，１ｅｘ.，；伐採木28.Ⅶ､1996,ｌｅｘ.，花｢ｳﾂｷ゙ 系」

27.ｷﾇﾂﾔﾊﾅｶﾐｷﾘCbreﾉ7"ysSericataBates,１８８４

中津川林道27.VⅡ､1996,3ｅＸ.，；28.Ⅶ､１９９６，３ｅｘ.，花｢ｳﾂｷ゙ 系｣,採集時は鮮やかな赤であったが，

次第に色が槌せて黒くなっている。
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28.ﾏﾉﾚｶ゙ﾀﾊﾅｶﾐｷﾘRacﾉｹ庇OdesCQ"ete（Bates,1884）

中津川林道大若沢13.Ⅶ､１９９６，１ｅｘ.，；中津川林道Ⅶ､1994(B）

29.ﾇﾊ゙ ﾀﾏﾊﾅｶミキリル血〃ａ６ａ"餌（Pic,1901）

1996年確認できず。；中津川林道Ⅶ､1995(C）

30.ﾋﾒｱｶﾊﾅｶﾐｷﾘβrac力yIePtUmP）zrr伽（Bates,1884）

中津川林道鎌倉沢16.Ⅵ､1996,2ｅｘ.，花｢ｳﾂｷ゙ 系｣に5頭

31.ﾂﾔｹｼﾊﾅｶﾐｷﾘ肋asZra"“〃ascotOdes（Bates,1873）

中津川林道27.Ⅶ1996,2ｅｘ.，花｢ｳﾂｷ゙ 系」；28.Ⅶ1996,ｌｅｘ.，花｢ｳﾂｷ゙ 系」

32.ｱｶﾊﾅｶﾐキリCbrｿ勿虹ａｓＺﾉcCeda"eａ（Lewis,1879）

大滝村小倉沢３．Ⅷ､1996,ｌｅｘ.，ＦＬ,例年普通に見られる。；中津川林道Ⅷ1995(C）

33.ｵｵﾊﾅｶﾐｷﾘﾉ伽oagra"Urata（Bates,1884）

中津川林道27.Ⅶ､１９９６，２ｅｘ.，；28.Ⅶ､１９９６，２ｅｘ.，花｢ｳﾂｷ゙ 系」

34.ｸﾛﾊﾅｶﾐキリLePtUraaetZqPsPoda,１７６１

中津川林道２．Ⅵ､1996,4ｅｘ.，ＦＬ,花｢ｳﾂｷ゙ 系｣,例年見られる。中津川林道Ⅵ､1995(C）

35.ﾑﾈｱｶｸﾛﾊﾅｶﾐｷﾘＬｅｐｍｒａｄｉ"QzP伽Bates,ｌ８７３

中津川林道16.Ⅵ､1996,ｌｅｘ.，ＦＬ,伐採木周辺；埼玉県動物誌未記録；花で採集の経験なし。小鹿

野町坂本Ⅵ.1994(B)草で；中津川林道Ⅵ､1995(C)ひこばえ

36.ｷﾓﾝﾊﾅｶﾐキリLeptur可ａ伽【ﾉdecZ"guttataFebricius,ｌ８０１

中津川林道２．Ⅵ､１９９６，３ｅｘ.，トチ,｡ﾅﾗの古い伐採木に来た。産卵は見れず。；９５年は多産。中津川

林道Ｖ・’995(C),伐採木で

37.ﾔﾂﾎ゙ｼﾊﾅｶﾐｷﾘLePtUra〃血icaBates,ｌ８８４

中津川林道２．Ⅵ､１９９６，１ｅｘ.，ＦＬ,かなり古い伐採木で例年普通に見られる。；中津川林道Ｖ,１９９５

（C）

38.ﾂﾏｸ゙ﾛﾊﾅｶﾐｷﾘＬｅＰｍｒａ〃OdiceotataPic,１９０１

大滝村大山沢林道13.Ⅶ.1996,ｌｅｘ.，花｢ｳﾂｷ゙ 系」

39.ﾖﾂｽｼ゙ﾊﾅｶﾐｷﾘLept”aochraceofasciataoc力raceo命sciata（Motchulsky,1861）

中津川林道大若沢13.Ⅶ､１９９６，１ｅｘ.，ＦＬ,例年普通に見られる。；中津川林道Ⅶ､1995(C）

40.ｺﾖﾂｽｼ゙ ﾊﾅｶﾐｷﾘLepturaSubti〃SBates,１８８４

中津川林道28.Ⅶ１９９６，２３３，花｢ｳﾂｷ゙ 系」

41.ﾊﾈﾋ゙ﾛﾊﾅｶﾐｷﾘLepmraIatjPe""ｉｓ（Matsushita）

中津川林道２．Ⅵ１９９６，１ｅｘ.，ＦＬ,ｵﾆｸ゙ ﾉﾚﾐの伐採木で例年見られる。；中津jll林道.Ⅵ､1995(C),古

い伐採木に多数

42.ﾌﾀｽｼ゙ﾊﾅｶﾐｷﾘLepmravicaria（Bates,1884）

中津川林道27.Ⅶ､１９９６，１ｅｘ.，花｢ｳﾂｷ゙ 系」；中津川林道Ⅶ1995(C）

43.村ﾖﾂｽｼ゙ﾊﾅｶミキリノMacroIepturare“〃ｓ（Bates,1884）

中津川林道28.Ⅶ１９９６，２ｅｘ.，ＦＬ,花｢ｳﾂｷ゙ 系｣,例年見られる。；中津川林道Ⅶ､1995(C）

44.ﾋｹ゙ｼ゙ﾛﾊﾅｶﾐｷﾘ．ﾉapa"ostra"”〃ａｄｅﾉ7tatZPeﾉ7"ｉｓ（Pic,1901）

中津川林道大若沢13.Ⅶ､1996,ｌｅｘ.，クリの花,例年見られる。；中津川林道Ⅶ1995(C),花｢ﾘﾖｳﾌ゙ 」

45.ﾎﾝﾄ゙ｱｵﾊ゙ﾎｿﾊﾅｶﾐｷﾘＳ”"gaI”orlP力ａｔｅ"〃ｓａｅﾉ7eSce"SBates,ｌ８８４

中津川林道27.Ⅶ､１９９６，２ｅｘ.，花｢ｳﾂｷ゙ 系」

46.ｺｳﾔﾎｿﾊﾅｶﾐｷﾘStra"gaIjaArqyaeﾉ7sisMatsushita,１９３３

中津川林道27.Ⅶ１９９６，１ｅｘ.，ＦＬ,例年見られる。；中津川林道Ⅶ､1994(B),花｢ｳﾂｷ゙ 系」；Ⅶ､１９９５

（c),花｢ﾘｮｳﾌ゙」

47.シ令ﾔｺｳﾎｿﾊﾅｶﾐｷﾘ〃mostr計a"“IiadUIcis（Bates,1884）

中津川林道27.Ⅶ１９９６，３ｅｘ.，花｢ｳﾂｷ゙ 系｣,標高1700m以上；埼玉県動物誌未記録

48.ﾆﾝﾌﾊﾅｶﾐキリ円arastra"ga〃ａ〃Jz"PﾉＭａ（Bates,1884）

大滝村字中津川２．Ｖ1.1996,1ｅｘ.,花｢ｳﾂｷ゙ 系｣,例年普通に見られる。；中津川林道Ⅶ､1995(C)，

花｢ﾘｮｳﾌ゙」

49.ﾐﾔﾏﾎｿﾊﾅｶﾐｷﾘ〃iostra"gaZiacoﾉ7tracta（Bates,1884）

中津川林道27.Ⅶ.1996,ｌｅｘ.，ＡＮ,花｢ｳﾂｷ゙ 系｣,標高1700m以上

－２２４９－
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50.ﾊｺﾈﾎｿﾊﾅｶﾐｷﾘ〃iostra"“〃ａ加Aroﾉ7eﾉ7sｉｓ（Matsushita,1933）

中津川林道21.Ⅶ､1996,ｌｅｘ.，；Ⅶ1994(B）；埼玉県動物誌未記録

ホソコバネカミキリ亜科SubfamilyNecydalinaeLatreille,1875

51.ｵﾆﾎｿｺﾊ゙ﾈｶﾐｷﾘ／VbcJ'da〃ｓ伽cJ′曲ﾉヅgiga"tea餌ga"teaKano,ｌ９３３

中津川林道10.Ⅷ１９９６，２３C71,ＡN,花｢ｳﾂｷ゙ 系｣,標高1700m以上；埼玉県初記録

1996年12月

カミキリ亜科SubfamilyCerambycinaeLatreille，1804

52.ミヤﾏｶﾐｷﾘﾉIAassicusra〃eｊ（Blessig,1872）

荒川村小野原10.Ⅷ､1996,ｌｅｘ.,ＦＬ,街灯；両神村大胡桃Ⅷ､1995(C),LightTrap

53､ｷﾏﾀ゙ ﾗﾐﾔﾏｶﾐｷﾘAeojes功ｅｓ侭eudaeoIes幼e鋤ｃﾉ、えgot〃血妨五Ｊ'so功r血（Bates,1873）

秩父郡横瀬町3.Ⅷ､1996,ｌｅｘ.,早朝,店の軒先で弱っていた。

54.ﾎﾀﾉﾚｶﾐキリＤｅｒｅ功OracicaWhite,１８５５

筆者は中津川ではまだ見ていない。；小鹿野町坂本Ｖ､1994(B),ネムの伐採木

55.ﾄﾗﾌﾎｿﾊ゙ﾈｶﾐｷﾘ乃麺ﾉ、ﾉsyarZegatus1'arjegatuSBates,１８７３

1996年は採集地に行かず。；中津川林道Ⅶ､1994(B）；Ⅶ1995(C）；埼玉県動物誌未記録

56.ﾙﾘﾎ゙ ｼｶﾐキリ肋sa〃ａ伽sa〃aノbatesiHarold,ｌ８７７

中津川林道王冠６．Ⅶ､1996,3ｅｘ.，ＦＬ；中津川林道Ⅶ､1994(B）；Ｘ,1995(C）

57.ｵｵｱｵｶﾐキリ助IQrjdbI”伽IQridbIumノ幼a〃odesBates,ｌ８８４

中津川林道１０．Ⅷ､１９９６，２ｅｘ.，前胸背板が青緑色1頭と銅緑色1頭。青緑色は彼等の独特の臭いが

ｳﾂｷﾞの花からしたので張り込んでいたら花から姿を見せた。銅緑色は5ｍ先のｳﾂｷﾞの花で。

58.ﾐﾄ゙ﾘｶﾐｷﾘ助IoridoI皿（Zeoﾉ7tju"ノｙ〃rｅ（Thomson,1864）

中津川林道28.Ⅶ.１９９６，２ｅｘ.，ＦＬ,花｢ｳﾂｷ゙ 系｣,標高1700m以上。普通に見られる。；中津川林道Ⅵ、

１９９４(B）；Ｖ､１９９５(C)．

59.ｱｵｶﾐｷﾘＳｃ力warZerjU〃qUadrjCo〃jｓ（Bates,1884）

中津川林道10.Ⅷ､1996,ｌｅｘ・’5m以上離れた谷に生えたｳﾂｷ゙ 系の花で；18.Ⅷ､１９９６，１ｅｘ.，私の背

丈ほどのｲﾀﾄ゙ ﾘの花で；両神村大久保Ⅷ1993(A),花(不明)，（高さ5m以上）；中津川林道Ⅶ､1994(B)，
ｳﾂｷ゙ 系5m付近の花をSWEEPINGで偶然

60.へﾘｸ゙ﾛﾍ゙ﾆｶﾐｷﾘPurlPurjceﾉ7"us街temqPIisteジsPectabi〃sMotchulsky,１８５７

中津川林道２．Ⅵ､1996,ｌｅｘ.,ＦＬ；Ｖ・’995(C）；大滝村小倉沢Ⅶ､1994(B）

６１.ヘ母ﾆｶﾐｷﾘＰｔ”uriceﾉ7"us(StemqP〃stesノte皿"血cＡｒｎ（Guerin-Meneville,1844）

中津川林道２．Ⅵ､1996,ｌｅｘ.，ＦＬ；Ｖ・’995(C）；両神村大胡桃Ⅶ､１９９３（A）

62.ﾋﾒｽｷ゙ｶﾐキリ的〃jdie〃“rufZpeﾉｍｅ（Motschulsky,1860）

大滝村塩沢１１．Ｖ､1996,ｌｅｘ.,FL,普通に見られる。；中津川林道Ｖ・’995(C）

63.上、ﾔｸｼﾝｶﾐキリ５℃"a"ｏｍｓ虹命SCjatusbifZIsciatus（Motschlsky,1857）

多数飛来していたﾋﾉｷの貯木が撤去された。；大滝村小倉沢Ⅵ､1994（B),早朝,標高1600m以上；埼
玉県動物誌未記録

64.ﾁﾔｲﾛﾎｿﾋﾗﾀｶﾐｷﾘ助〃atodes側〃atode鋤testaceUs（Linnaeus,1758）

小鹿野町伊豆沢３．Ｖ.１９９６，１ｅｘ.,FL,ｹﾔｷの伐採木で見られる。；大滝村小倉沢Ⅵ､1994(B）

65.ｱｶﾈｶﾐｷﾘ助Jmatodes（PbeCi〃umノ〃aa〃（Kraatz,1873）

1996年確認できず。；大滝村小倉沢Ｖ､1994(B）；中津川林道Ｖ・’995(C）

（トラカミキリ族）TribeClytiniMulsant,1839

66.ﾄﾗﾌｶﾐｷﾘＸﾘ'Iotrec加Ｓｃﾙｍｅ"ＳＩＳ（Chevrolat,1852）

1996年は採集に行かず。；両神村小沢口Ⅷ､1993(A）；両神村大字小森Ⅶ､1994(B）

67.ｸﾋ゙ｱｶﾄﾗｶミキリノKyIotrec伽ｓｒｕ窟〃usBates,ｌ８８４

なかなか得難い種になりつつある。；大滝村滝沢Ⅶ､1995(C）

68.ｳｽｲﾛﾄﾗｶﾐｷﾘＸ〃otrec加Ｓｃ”eゆe""jｓ（Kraatz,1879）

中津川林道ガク沢23.Ⅵ､1996,ｌｅｘ.，ＦＬ,例年普通に見られる。；中津川林道Ⅶ､1994(B);Ⅵ､１９９５

（C）
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69.ﾂﾏｷﾄﾗｶﾐキリＸ）'ZoZrec加ｓｃＩａｒｉ"usBates,ｌ８８４

中津川林道23.Ⅵ､１９９６，１ｅｘ.，ｸﾛﾌ゙ ﾅの伐採木で；29.Ⅵ､1996,2ex.，

70.ｷｽｼ゙ﾄﾗｶﾐキリＣ)frtocIJ'tuscaProidescaPro〃eｓ（Bates,1873）

中津川林道２．Ⅵ.１９９６，１ｅｘ.，ＦＬ,例年普通に標高1700m以上まで広範囲に見られる。；中津川林道

Ｖ､1995(C）

71.ｼﾗｹﾄﾗｶﾐキリαytus〃eIae"usBates,ｌ８８４

中津川林道２．Ⅵ､1996,ｌｅｘ.，例年見られる。；中津川林道Ｖ､1995(C）

72.ｷﾝｹﾄﾗｶﾐキリαytusaUrZPiIisBates,１８８４

中津川林道２．Ⅵ.１９９６，３ｅｘ.，ＦＬ,伐採木(特にケヤキ)で普通に見られる。；中津川林道Ｖ､１９９５

（C),９５年は多産．

73.ﾖｺﾔﾏﾄﾗｶﾐｷﾘE1picj庇usyoArQya"aｊ（Kano,1933）

中津川林道８．Ⅵ､１９９６，１ｅｘ.，13時すぎ頃曇りに愛車(メタルグレイ色)の屋根にいた。思わず手で

つかむ。意外と鈍感のようです。気がつけば停めた車の上にカエデがあった｡;大滝村小倉沢Ⅵ､1994

（B),午前１１時すぎ頃ガードレールで日向ぼっこ中を手づかみ。

74.ｴｸ゙ﾘﾄﾗｶﾐキリ助IorQp力Qrus./apo"jcus（Chevrolat,1863）

中津川林道２．Ⅵ､１９９６，１ｅｘ.，；Ｖ､1995(C),例年標高1700m以上まで広範囲に見られる。

75.ﾎｿﾄﾗｶﾐキリ肋aPﾉｳU"ａＸｅｍＳｃａ（Bates,1884）

中津川林道16.Ⅵ､１９９６，１ｅｘ.，ＦＬ；Ｖ､1995(C),例年見られる。

76.ﾋﾒｸﾛﾄﾗｶﾐｷﾘ肋ap加"ａｄ加ﾉ7ｕｔａｄ麺ｴﾉﾌ"tａ（Bates,1874）

中津川林道２．Ⅵ､1996,1ｅｘ.，；Ⅶ､1995(C),９５年は多産。

77.ｶﾝﾎ゙ｳﾄﾗｶﾐｷﾘ肋J'a的icIJ'ｍｓａｃｕｔ〃立泣ｓ（Kraatz）

1996年確認できず。；中津川林道Ⅵ､1995(C),伐採木

78.キイﾛﾄﾗｶﾐｷﾘGra皿Qgrap伽ｓ〃ota6j〃ｓ〃ota6i〃ｓ（Pascoe,1862）

中津川林道16.Ⅵ､１９９６，３０ｅｘ.，ＦＬ；Ⅶ､1995(C)，1996年は非常に多く発生。

79.ﾄｹ゙ﾋｹ゙ﾄﾗｶﾐｷﾘ〃e"oﾉ7axtzla"siZZsBates,１８８４

中津川林道２．Ⅵ､1996,ｌｅｘ.，ＦＬ,花｢ｳﾂｷ゙ 系」；Ⅶ､1995(C）

80.ｼﾛﾄﾗｶﾐキリRaZ9ac〃mSexcuZtusBates,ｌ８８４

中津川林道２．Ⅵ､１９９６，１ｅｘ.，ＦＬ；Ｖ､1995(C),伐採木,例年見られる。；大滝村小倉沢Ｖ､1994

（B)，旧愛車（白色）の屋根で。

81.ﾄｶ゙ﾘﾊ゙ｱｶﾈﾄﾗｶﾐｷﾘ肋agZ"”ｓ伽agIXptUジ〃iPoﾉ7e"sisBates,1884

1996年確認できず。；中津川林道Ⅵ､1994(B）；Ⅵ､1995(C）；埼玉県動物誌未記録

フトカミキリ亜科SubfamilyLamiinaeLatreille,1825

82.ｼﾛｵﾋ゙ｺ゙ﾏﾌｶﾐｷﾘﾙＩＳＯ"esose〃ａ伽ISO"esose〃aノｇｒ召cj〃Qｒ（Bates,1884）

大滝村字中津川13.Ⅶ､１９９６，１ｅｘ.,街灯；埼玉県動物誌未記録

83.コ翻ﾏﾌｶﾐｷﾘ此so”（１WesosaノノaPo"ZcaBates,１８７３

中津川林道２．Ⅵ､１９９６，２ｅｘ.，ＦＬ,1996年は出が遅く,少ない。；中津川林道Ｖ､1995(C）
84.ｶﾀｼﾛｺ゙ﾏﾌｶﾐｷﾘ〃eSOSa（Per血eSOSaノカ血汐UtaBates

中津川林道王冠３．Ⅷ､１９９６，１ｅｘ.，例年見られる。；中津川林道Ⅵ､1994(B）；Ⅷ､1995(C）

85.ﾅｶ゙ ｺ゙ﾏﾌｶﾐキリ〃esOSa伽ﾉMOC"e皿aノＩＣﾉ7grPe""jSBates,1873

中津川林道６．Ⅶ１９９６，１ｅｘ.，ＦＬ,例年見られる。；中津川林道Ⅷ1994(B）；Ⅷ､1995(C）

86.ﾀﾃｽｼ゙ ｺ､ﾏﾌｶﾐｷﾘ此soSaapﾉＷＯＣ"e"iaノｓｅ"ｉ〃sBates,ｌ８８４

中津川林道ガク沢29.Ⅵ､１９９６，１ｅｘ.，例年見られる。；中津川林道Ⅵ､1994(B）；Ⅶ､1995(C）

87.ｼﾅﾉｸﾛﾌｶﾐｷﾘ脂apemaag圏p”t力maBates,ｌ８７３

中津川林道２．Ⅵ.1996,ｌｅｘ.，ＦＬ,小鹿野町河原沢Ⅵ､1994(B）

88.ｼﾛｵﾋ゙ﾁﾋ゙ｶﾐｷﾘ＄'Z1ra⑤'bro血6o"aノｓめんsCjatasu6歯scjata（Bates,1884）

大滝村奥秩父林道４．Ⅷ､1996,ｌｅｘ.，例年見られる。；中津川林道Ⅶ､1994(B）；Ｖ・’995(C）

89.ﾋﾒﾅｶ゙ｻﾋ゙ｶﾐｷﾘPteroIqpﾙａ（1pteroIqPﾉｹｉaノノejQpodi"ａ（Bates,1873）

中津ﾉ||林道28.Ⅵ1996,ｌｅｘ.,ＦＬ,例年見られる。；中津川林道Ⅵ､1994(B）；Ⅵ､1995(C）
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９０.ｱﾄｼ゙ﾛｻﾋ゙ｶﾐｷﾘPteroIqpﾉｹｉａ（Pteroﾉqpﾉｹｉaノｚｏ"atａ（Bates,1873）

中津川林道23.Ⅵ､1996,ｌｅｘ.，ＦＬ,普通に見られる。；中津川林道Ⅵ､1995(C）

９１.ﾄｶ゙ﾘｼﾛｵﾋ゙サビカミキリPteroIqpﾉｹｉａ（jpteroIOpﾉｹｉaノＣａ【ﾉdataCaUdata（Bates,1873）

1996年確認できず。；中津川林道Ⅷ,1994(B）；Ⅷ､1995(C),LightＴｒａｐ

９２.ｱﾄﾓﾝｻﾋ゙ｶﾐｷﾘPterojqpﾉｹａ（PteroJqpﾉｹｉaノｇｒ召"uIata（Motschuluky,1866）

中津川林道６．Ⅶ1996,ｌｅｘ.，ＦＬ；Ⅶ､1994(B）；Ⅶ､1995(C）

９３.ﾅｶｼ゙ﾛｻﾋ゙ｶﾐｷﾘPteroIqp/油伽eﾉ.jugosajugosa（Bates,1873）

中津川林道11.Ｖ､１９９６，１ｅｘ.，；Ｖ､1995(C）

９４.ｸﾜｻﾋ゙ｶﾐキリ〃esose〃ａｓ血ioIaBates,１８８４

中津川林道16.Ⅵ１９９６，１ｅｘ.，ＦＬ；Ⅵ､1995(C）

９５.ヒゲﾅｶ゙ｶﾐｷﾘﾙ/b/7oc力a""ｓ〃b"oc力a"usノgra"disWaterhouse,１８８１

大滝村字中津川10.Ⅷ１９９６，１３，街灯,石蔵里沙子(長女)採集;中津川林道Ⅷ.1995(C)，

LightＴｒａｐ

９６.ﾋﾒﾋｹ゙ﾅｶ゙ｶﾐｷﾘ〃b"oc力a"uｓ（"bﾉ7oc力a皿ノジｓ助命scjatussめんscZatus（Bates,1873）

中津川林道29.Ⅵ､1996,ｌｅｘ.，暗緑色type,伐採木；大滝村奥秩父林道４．Ⅷ1996,ｌｅｘ.，黒色

type,伐採木；中津川林道Ⅷ､1995(C）

97.．舎ﾏﾀ゙ﾗｶﾐｷﾘ肋qPﾉqP力or計ａ〃aZasiaca（Thomson,1865）

秩父市野坂町３．Ⅷ､1996,1ｅｘ.，ＦＬ,ｺﾝﾋ゙ 二の電撃殺虫器で死んでいた。；両神村大胡桃Ⅷ､1995(C）

夕刻

９８.センﾉｷｶﾐｷﾘjcaIojePtajuxUriosaJuﾉrUrゾo“（Bates,1873）

1996年確認できず。；Ⅶ､1995大滝村塩沢(C),工事用の灯,午前2時頃

９９.上．ﾛｳﾄ゙ ｶﾐｷﾘjcaﾉoIePta〃audatrな〃aUdatmr（Bates,1873）

中津川林道16.Ⅵ､1996,ｌｅｘ.，早朝又は夕刻に現れる。；中津川林道Ⅶ､1994(B）；Ⅶ.1995(C）

１００.ﾆｾﾋ゙ﾛｳﾄ゙ｶﾐｷﾘﾉｲＣａﾉoIePtas””ctasek〃"cta（Bates,1873）

1996年確認できず。；両神村大胡桃Ⅶ､1993(A),早朝

101.ﾔﾊｽ゙ ｶﾐｷﾘ〃aec伽６画acuIatab血acUjataThomson,１８６４

1996年確認できず。；中津川林道Ⅸ､1995(C),山桜の根本

102.ｷﾎ゙ ｼｶﾐｷﾘRsaco幼ｅａ力、ﾖ〃ｓ力ira〃ｓ（Pascoe,1857）

1996年確認できず。；両神村小沢口Ⅸ､1994(B）；大滝村中津峡Ⅸ､1995(C）

103.ﾁﾔﾎ゙ﾋｹ゙ﾅｶ゙カミキリＸｅ"icoteIaPardaIiﾉ7ａ（Bates,1884）

中津川林道ﾑｼﾞﾅ沢８．Ⅵ1996,ｌｅｘ.，；埼玉県動物誌未記録；夕刻または曇天に材の小枝に静止し

ている。；中津川林道Ⅵ､1994(B）；Ⅵ､1995(C）

104.ｼﾛｽｼ゙ｶﾐキリBatoceraﾉＺﾉ7eoIataChevrolat,１８５２

1996年確認できず。両神村東間庭Ⅵ.1994(B),秩父では珍品になりつつある。

105.ﾋｹ゙ﾅｶ゙ｺ．ﾏﾌｶﾐｷﾘＲａＩ伽7ａ〃turata（Bates,1884）

中津川林道21.Ⅶ､１９９６，２ｅｘ.，ｸﾛﾌﾞﾅの材,とても暑い快晴時に伐採木に飛来。；中津川林道Ⅷ、

1995(C）

106.ﾋﾄｵﾋ゙ｱﾗｹ゙カミキリ肋QPajosce〃ｓ”Ｉ命sCiatusBlessig,１８７３

中津川林道中津沢８．Ⅵ､1996,1ｅｘ.，；中津川林道Ⅵ､1994(B）；Ⅵ1995(B）

107.ﾌﾀﾓﾝｱﾗｹ゙カミキリ肋qPaIoSCe〃Ｓ〃aCUIatUSBates,1873

1996年確認できず。；中津川林道Ⅶ1995(C）；埼玉県動物誌未記録

108.ト．ｲｶﾐｷﾘ〃mectati"adiyaricata虚yaricata（Bates,1884）

1996年確認できず。；中津川林道Ⅷ､1995(C）

１０９.ｸﾘｲﾛﾁﾋ゙ｹﾌ゙ｶｶﾐｷﾘ７１ermaeaatroんscaBates,１８８４

1996年確認できず。；大滝村小倉沢Ⅶ､1994(C）；埼玉県初記録

110.ﾈｼ゙ﾛｶﾐｷﾘPOgoﾉ7oc力erus征hjPogo"oc力eruSノｓｅ"I"IyeUsBates,ｌ８７３

中津川林道11.Ｖ、1996,1ｅｘ.，ＦＬ,1996年は早春に見られた。；Ⅵ､1995(C）

111.ﾎﾝﾄ゙ﾋｹ゙ﾅｶ゙ﾓﾓﾌ゙ﾄｶﾐｷﾘjca"幼ＣＣＩ"UsgriseUSQrゴe"taZiSOhbayshai,ｌ９３９

中津川林道３．Ⅷ１９９６，１ｅｘ.,LightTrap,20時すぎ

112.．､ﾏﾀ゙ﾗﾓﾓﾌ゙ﾄｶﾐｷﾘLeiqPussti〃aｍｓ（Bates,1884）
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中津川林道16.Ⅵ.1996,2ｅｘ.，ＦＬ,１６時すぎに又は曇りに伐採木に姿を見せる｡；中津川林道Ⅵ、
1994(B）；Ｖ・’995(C）

113.ﾄｹ゙ﾊ゙ｶﾐｷﾘ/ｂ７血bi〃ssaPerぴ血ａ（Bates,1884）

中津川林道中津沢３．VⅢ１９９６，１ｅｘ.，；中津川林道Ⅶ､1994(B）；Ⅷ､1995(C）

114.力舎ﾛｱｹｼｶﾐｷﾘexoceﾉ7trusga〃ojsiMatsushita,１９３３

1996年確認できず。；大滝村中津峡25.Ⅵ､1995(C）；埼玉県動物誌未記録

115.ｸﾓｶ゙ﾀｹｼｶﾐｷﾘaroceﾉ7trusfascioﾉ誠"sBates,1873

1996年確認できず。；大滝村滝沢一塩沢15.Ⅶ､1995(C）

116.ｼﾗｵﾋ゙ｺ゙ﾏﾌｹｼｶﾐｷﾘEroce"trUsgut皿atusBates,１８７３

1996年確認できず。；中津川林道22.Ⅶ1995(C）；埼玉県動物誌未記録

（トホシカミキリ族）TribeSaperdiniMulsant,1839

117.ﾍﾘｸ゙ﾛｱｵｶﾐｷﾘsEperda（SEperdaノmterruptaGebler,ｌ８２５

中津川林道２．Ⅵ､1996,ｌｅｘ.,ｶﾗﾏﾂの伐採木に13時すぎ飛来。；埼玉県動物誌未記録

118.ｼﾅｶﾐｷﾘEutetraP力asedecZ"P”ctata（Motschulsky,1860）

1996年確認できず。；中津川林道Ⅵ､1995(C）

119.ﾔﾂﾒｶﾐｷﾘ〃tetraP力aoceIota（Bates,1873）

中津川林道16.Ⅵ､1996,ｌｅｘ.，ｳﾒｷｺﾞｹが多い山桜の伐採木に産卵するのを目撃。最初に口で産卵場

所を噛み開けて数分産卵する。中津jllでは例年見られる。；中津川林道Ⅵ､1994(B）；Ｖ1.1995(C）

120.ﾊﾝﾉｱ勅ﾐｷﾘ肋tetr召P加ｃ力ZﾌＳＯＣ〃orischrysochloris（Bates,1879）

中津川林道23.Ⅵ､1996,ｌｅｘ.，1996年は愛車(メタルグレイ色）の屋根に静止していた。中津川で

は例年見られる。；中津ﾉ||林道Ⅶ1994(B）；Ⅷ1995(C）

121.ﾌﾁｸ゙ﾛﾔﾂﾎ゙ｼｶﾐｷﾘPareutetZ1aPﾉｹａｅｘ麺Zａ（Bates,1884）

1996年確認できず。；中津川林道Ⅷ､1995(C),午後,伐採木で

122.ｷﾓﾝｶﾐｷﾘ〃e"ｅｓｉａｓＵｊｐﾙurata（Gebler,1825）

中津ﾉ||林道16.Ⅵ､１９９６，１ｅｘ.，；Ⅵ1994(B）；Ⅶ1995(C),夕刻にガガンボに似た上下運動をしな

がら飛ぶ。

123.ｵﾆｸ゙ﾉﾚﾐﾉｷﾓﾝｶﾐｷﾘ〃e"esia〃ayotectaHeyden,1886

1996年確認できず。；中津川林道Ⅵ､1994(B）；Ⅷ1995(C),夕刻にガガンボに似た上下運動をしな

がら飛ぶ。

124.ｼﾗﾎｼｶﾐキリＧＩe"ｅａ応Ie"eaノｒｅ〃ctare〃ctaPascoe,ｌ８６８

中津川林道16.Ⅵ､1996,ｌｅｘ.,ＦＬ；大滝村大血川11.Ⅷ1996,1ｅｘ.，ＦＬ,夕刻や曇りに見られる。

；中津川林道Ⅵ1994(B）；Ⅵ､1995(C）

125.ｾﾐｽｼ゙ ﾆｾﾘﾝｺ゙ ｶﾐｷﾘ＆”ecocemtrWittata（Breuning,1947）

中津川林道29.Ⅵ,１９９６，１ｅｘ.，ＦＬ；埼玉県動物誌未記録；例年この時期の曇りに葉に静止。；中津

川林道Ⅵ､1994(B),Ⅶ.1995(C）

126.ﾁﾁﾌ゙ﾆｾﾘﾝｺ゙ｶﾐｷﾘ／ViPo"osteﾉﾌ"ostoIa〃巾o"eﾉ7sｉｓ〃ＩＰＯﾉ7eﾉ7siｓ（Pic,1901）

1996年確認できず。；中津川林道Ⅵ1994(B）；Ⅵ､1995(C）

127.ｷｸｽｲｶﾐキリ助J'toecia例J'toeciaノｒｕガリ'e"trjsGautier,１８７０

1996年確認できず。；両神村大胡桃Ⅵ､1994(B）；中津川林道Ⅵ､1995(C）

128.ﾖﾂｷﾎ゙ｼｶﾐキリＥ】pigJe"ｅａｃＱ"ｅｓｃｏ"esBates,１８８４

大滝村滝沢18.Ｖ､１９９６，１０ｅｘ.，４月採取の材から羽脱,5/18現地解放。；中津川林道ﾑｼ゙ ﾅ沢8.Ⅵ、

１９９６，５ｅｘ.，ＦＬ,例年見られる。；中津川林道Ⅵ､1994(B)，17.Ⅵ､1995(C）

129.ﾍﾘｸ゙ﾛﾘﾝｺ゙カミキリ／VUPser力ａ〃a増血e〃ａ（Bates,1873）

中津川林道27.Ⅶ､１９９６，１ｅｘ.，；両神村大胡桃Ⅵ､1994(B）

130.ﾋﾒﾘﾝｺ゙ ｶﾐキリ肋erea力ebesce"sBates,１８７３

1996年確認できず。小鹿野町坂本；Ｖ､1994(B）；埼玉県動物誌未記録

131.ﾘﾝｺ゙ｶﾐｷﾘ肋ereajapo"ｉｃａ（Thunberg,1787）

1996年確認できず。；大滝村中津峡Ⅷ1995(C）

（いしくらひらき〒114東京都北区滝の川６－３６－５－５０２）

－２２５３－



寄せ蛾記（８１号）

●

埼玉県内で採集した蛾

1996年６月に筆者埼玉県内で採集した蛾をまとめてみた。

1996年６月１９日大滝村浜平

ニッコウシャチホコ１c71

ギンモンシャチホコ１早

ヒメトラガ１早

1996年６月１９日大滝村二瀬ダム付近

ツマジロシャチホコ１３

1996年６月１９日

ヒメトラガ

荒川村三峰口駅付近

１早

1996年６月20日大滝村中津川林道、

モ ン キ シロシャチホコ１３

トビマダラシャチホコ１３

トビスジシャチホコ１早

タテスジシャチホコ１ｃ７１１早

シロテンシャチホコ１３１早

トビモンシャチホコ１３

ハイイロシャチホコ１早

アオケンモン２exs、

クロテンケンモンスズメ１早

シロスジシャチホコ１３

トラガ１ｅｘ．

シロオビドクガ１早

標高1050ｍ地点

シロスジシャチホコ４３

マエジロシャチホコ１ｃ７１

ニッコウシャチホコ３３

エグリシャチホ．１ダ

ギンモンシャチホコ２３１

オオナカグロモクメシヤチホコ

ハネモンリンガ１ｅｘ・

ヒメトラガ１３１早

1996年９月24日大滝村中津川林道、標高1200ｍ地点

シロズジカラスヨトウ１３

1996年10月１２日大滝村滝川、標高500ｍ地点

ヒメヤママユ８c7１

1996年10月１６日大滝村中津川林道、標高1200ｍ地点

ウ スタビガ２早ヒメヤママ ユ ２ ３

ミドリケンモン２３ゴボウトガリヨトウ

キエグリシャチホコ１３

１ざ’

本採集記録は、全て夜間灯火採集（発電機を使用、若しくは街灯等）による。

1996年12月

柴田直之

●

１早

(しばたなおゆき〒350-1ｌ川越市藤倉390-8-101）

－２２５４－



寄せ蛾記81号目次

松本克巨：ラクダムシとキバネツノトンボの記録。。・・ｏ２２０５

橋本良一：マメハンミヨウの記録。や。．。。。。。。．ｏ２２０６

橋本良一：浦和市内のアサギマダラの記録．．。。。。・・２２０６

荒木哲：本州のオオモンシロチヨウ覚書・・・ooo2207-2224

萩原昇：アオマツムシは忍者修行中（続編）。・・・2225-2226

萩原昇。玉木長寿：埼玉県秩父郡大滝村中津川の７月の峨類

・ｏｏ２２２７－２２２８

萩原昇.!｜築比地秀夫。土橋秀行・柴田直之：
入川林道(東京大学農学部演習林)早春の蛾類(1996）

。・・２２２９－２２３２

萩原昇・南部敏明：マレーゼ。トラップに入った蛾類
。。・・・２２３３

柴田直之：長野県にてこメアケビコノハとクロモンシタバを採集
・・。・・２２３４

築比地秀夫：埼玉県南部地域の蛾類・・・・。・・・o2235-2241

星野正博：サカハチチョウの記録を含む狭山湖周辺の観察（続）

。。・・・２２４２

柴田直之：埼玉県内の甲虫の記録。。。．．。.。．・・・２２４２

小野寺博昭：双六岳登山記（１９９６年）.。。・・・2243-2246

柴田直之：セスジツユムシ早の鳴き声を確認．。。。・・２２４６

石蔵拓：秩父のカミキリムシ・・・・・・・。。．。2247-2253

柴田直之：埼玉県内で採集した蛾．。．。．。。。。・・・２２５４

会員名簿訂正。変更について．．。．。．・・・２２５５

正誤表．．。。・・・・・・・。。。。。。・・２２５５

会報・編集後記・・・。．。。．。。。．・・・２２５６

(埼玉昆虫談話会1996年12月１日，５２pp）


